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１．第２期王寺町総合戦略について 

第２期王寺町総合戦略では、王寺町人口ビジョンにおける人口の将来見込みを達成するために 

必要な３つの基本目標を設定しています。基本目標それぞれに数値目標を設定し、基本目標を達

成するため基本的方向及び具体的施策を定め、具体的施策には重要業績評価指標（ＫＰＩ）を定

めています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．王寺町総合戦略におけるＰＤＣＡサイクル 

王寺町総合戦略に位置づける施策（取組）を実効性のあるものとするため、毎年度、施策の効

果検証を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       Ｐ（Plan:計画）  総合戦略の策定 

       Ｄ（Do:実施）    施策（取組）の着実な実施 

       Ｃ（Check:評価） 実施した施策（取組）の効果をＫＰＩ等により検証 

       Ａ（Action:改善） 必要に応じた総合戦略の改定 

王寺町人口ビジョン 

 

人口の将来見込み 

令和 42（2060）年 20,257 人 

Plan 
（計画） 

Do 
（実施） 

Action 
（改善） ＰＤＣＡサイクル 

Check 
（評価） 

王寺町総合戦略 

基本目標 

１ 住民に開かれ自立するまちづくり 

２ 快適で暮らしやすいまちづくり 

３ 安全で安心に暮らせるまちづくり 

４ 健やかに暮らせるまちづくり 

５ 人を育みみんなが学べるまちづくり 

６ 活力とにぎわいのあるまちづくり 

 

基本目標ごとに 

数値目標を設定 

基本目標達成のため

の具体的施策とその

効果を検証するた

め、ＫＰＩを設定 
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３．評価について 

（１）重要業績評価指標（ＫＰＩ）達成率の考え方 

 

例：平成２９年の現状値が４０人、令和５年の目標値が９０人（５０人増加させる必要）とい

うＫＰＩにおいて、効果検証の対象である令和３年の実績値が６５人（実績が２５人の増加）

であった場合、達成率は５０％と表します。 

 

 

 

現状値４０人から５０人増やして９０人とする必要 

（５０人増やした状態を達成率１００％とする） 

 

 

             

 

 

 

 

 

 

現状値４０人から２５人を増やし６５人を達成（達成率５０％） 

（２５人÷５０人×１００＝５０％） 

 

 

（２）評価の視点について 

 

  「具体的施策」ごとに区切ってＫＰＩの達成率の状況を説明させていただきますので下記の視

点でＡＢＣＤの４段階評価をお願いします。 

  評価につきましては、コメントとともに「王寺町総合計画（第２期総合戦略）効果検証の評価・

意見」シートにご記入をお願いします。 

 

・評価の視点：施策が目標の達成に寄与したか。 

長期的な効果が見込めるか。 

事業の進め方、事業内容、実施主体は適切か。 

 

・評  価 Ａ：高い効果が得られた。 

         Ｂ：一定の効果が得られた。 

         Ｃ：やや不十分な効果にとどまった。 

         Ｄ：効果は不十分もしくは見られなかった。 

  

王寺町総合戦略 

策定時の現状値 

（平成２９年） 

４０人 

王寺町総合戦略 

策定時の目標値 

（令和５年） 

９０人 

効果検証対象の 

実績値 

（令和３年） 

６５人 
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４．第２期王寺町総合戦略の体系と重要業績評価指標（ＫＰＩ）数 

基本目標 

（６項目） 
基本的方向（６項目） 具体的施策（１９項目） 

ＫＰＩ数 

（８３個） 

１ 住民に開か

れ自立する

まちづくり 

協働による仕組みづくりや 

効率的な行政経営により、 

行政サービスの充実を図る 

（１）協働の仕組みの構築 ４ 

（２）お互いを尊重するまちづくり ４ 

（３）健全で効率的な行財政運営 ５ 

２ 快適で暮ら

しやすいま

ちづくり 

都市基盤の整備、環境や景観

への配慮により、快適に 

暮らし続けられる町をつくる 

（４）都市基盤の充実 ６ 

（５）交通ネットワークの整備 ４ 

（６）環境への配慮 ４ 

（７）水と緑の保全と創出 ２ 

３ 安全で安心

に暮らせる

まちづくり 

住民が安心して暮らし続けら

れる安全な町をつくる 

（８）地域防災の充実 ４ 

（９）日常生活の安全確保 ２ 

４ 健やかに暮

らせるまち

づくり 

健康寿命奈良県一を目標に、 

高齢者、障害者を含む誰もが 

健やかに暮らせる町をつくる 

（１０）高齢者支援の充実 ３ 

（１１）障害者支援の充実 ２ 

（１２）健康づくりの推進 ７ 

（１３）地域で支え合うまちづくり ４ 

５ 人を育みみ

んなが学べ

るまちづく

り 

すべての住民が生涯学び続け

ることができ、地域の歴史文

化に親しめる町をつくる 

（１４）子ども・子育て支援の充実 ８ 

（１５）学校教育の充実 ８ 

（１６）生涯学習の充実 ５ 

（１７）歴史文化・スポーツ活動の振興 ６ 

６ 活力とにぎ

わいのある

まちづくり 

歴史資源を活用した観光振興

により、経済の好循環を促

し、にぎわいのある住み続け

たいと思える町をつくる 

（１８）活力の創出 ３ 

（１９）交流の促進 ２ 
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５．数値目標の状況 

基本目標 数値目標名 
達成状況 

進捗率 
達成 未達成 

１ 住民に開かれ自立する 

まちづくり 

（１） 月に 1回以上地域活動に参加する人の

割合 
－ － － 

２ 快適で暮らしやすい 

まちづくり 
（１） 人口の社会増（転入者数－転出者数）  〇 ５９．０％ 

３ 安全で安心に暮らせる 

まちづくり 

（１） 防災訓練を実施している自主防災組織の数  〇 ▲１３．３％ 

（２） 防災士資格者数  〇 ７４．１％ 

 

４ 健やかに暮らせる 

まちづくり 

（１） 健康寿命（65歳の平均自立期間）の県内

市町村における順位〔男性〕 
 〇 － 

（２） 健康寿命（65歳の平均自立期間）の県内

市町村における順位〔女性〕 
 〇 － 

５ 人を育みみんなが学べる 

まちづくり 
（１） 合計特殊出生率  〇 ▲１６６．７％       

６ 活力とにぎわいのある 

まちづくり 

（１） 王寺町内での新規起業件数（累計）  〇 ８０．０％ 

（２） 人口の社会増（転入者数－転出者数）【再掲】   ５９．０％ 

（３） 町の観光入込客数 〇  ３８６．６％ 

（４） 王寺町周辺宿泊者数  〇 ２６．３％ 

合  計 １ ９ 
達成項目割合 

１0.０％ 

 

６．重要業績評価指標（KPI）の状況 

基本目標 
達成状況 達成項目 

割合 達成 未達成 その他 計 

１ 住民に開かれ自立するまちづくり ３ ５ ５ １３ ２３．１％ 

２ 快適で暮らしやすいまちづくり ２ ９ ５ １６ １２．５％ 

３ 安全で安心に暮らせるまちづくり ３ ３ ０ ６ ５０．０％ 

４ 健やかに暮らせるまちづくり ４ １２ ０ １６ ２５．０％ 

５ 人を育みみんなが学べるまちづくり ３ ２０ ４ ２７ １１．１％ 

６ 活力とにぎわいのあるまちづくり ０ １ ４ ５ ０．０％ 

合  計 １５ ５０ １８ ８３ １８．１％ 

 



政策 (1)協働の仕組みの構築
総務部　政策推進課
課長　吉田　茂肇

施策 (2)広報広聴・情報公開

目標 １　住民に開かれ自立するまちづくり 担当部署・指標管理責任者

R3年度 3
年目

目標値

進
捗
状
況

　
　H28年度末の町公式サイトリニューアルを契機
に、広報紙からQRコードを用いての公式サイト誘導
を行い、アクセス数は堅調に推移した。
　R2年2月以降、コロナ禍によってその支援や予防
対策、ワクチン接種等の行政が発信する情報への関
心が高まったことを受け、視覚的に認知しやすいピ
クトグラムを用いた「新型コロナ」特設ページを開
設。その結果、自ら情報を取得しようとする住民が
増えた。
　コロナ禍収束後を見据え、住民が必要な情報をタ
イムリーかつ容易に取得できるよう、R4年度中にサ
イト全体のデザイン・導線のリニューアルを図る。

R5年度 R10年度

154,068 ⤴ 324,701 1071.0% 170,000 185,000

実績値
進捗率
(傾向)

７．成果指標（数値目標・KPI）の見方

　王寺町総合計画(第２期総合戦略)各施策の「成果指標(数値目標・KPI)」、担当部署・指標管理責任
者（担当者）、「成果指標」達成に向けた進捗状況を記載しています。

（注）進捗率の計算方法について
　　進捗率＝（実績値－基準値）／（目標値－基準値）

　※数値が低い方が良くなる指標の場合
　　進捗率＝（基準値－実績値）／（基準値－目標値）

(2017) 件 (2021) 5 (2023) (2028)

Ｋ
Ｐ
Ｉ

K1-2　町公式サイトへの年間アクセス件数

基準値

H29年度 170,633

154,068

167,052 174,720

336,487 324,701

154,068

170,000

150,000

170,000

190,000

210,000

230,000

250,000

270,000

290,000

310,000

330,000

350,000

H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5

件

年度

K1-2 町公式サイトへの年間アクセス件数

実績

目標

実績

目標

各成果指標の置かれている

「まちづくり目標」「政策」「施

策」を記載しています。

「成果指標（数値目標・KPI）」達成に向けて、現在の進

捗状況を、成果（取り組んだこと）や指標の動き（グラフ）

との関連性を分析し、記載しています。

実績値が基準値より良くなっていれ

ば「⤴」、悪くなっていれば「⤵」、変わ

らなければ「→」としています。

各成果指標について、基準値、実績値、目標値、基準値

と実績値の差、目標値に対する実績値の進捗率（傾向）、

計画期間の経過年数を記載しています。

実績値を緑の実線、

目標値を赤の破線で

表示しています。
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 １ 住民に開かれ自立するまちづくり 

 

 

数値目標 

 １(1) 月に一回以上地域活動に参加する人の割合 

 

ＫＰＩ 

政策(1) 協働の仕組みの構築 

 K1-1 協働によるまちづくりについて推進すべきと考える人の割合 

 K1-2 町公式サイトへの年間アクセス数 

 K1-3 町公式ＳＮＳのフォロワー数 

 K1-4 行政の透明度に関する満足度 

政策(2) お互いを尊重するまちづくり 

 K2-1 人権学習懇談会の参加者数 

 K2-2 人権啓発・人権教育に関する重要度 

 K2-3 ２５～４４歳女性の就業率 

 K2-4 町が設置する審議会等における女性委員の割合 

政策(3) 健全で効率的な行財政運営 

 K3-1 電子申請が可能なサービスにおける電子申請利用率（個人からの申請に係るもの） 

 K3-2 人口に対するマイナンバーカード交付率 

 K3-3 行財政運営に関する満足度 

 K3-4 経常収支比率 

 K3-5 市町村間の広域連携によって進めた事業数（累計） 

 

 

 

 

 



数値目標

住民アンケート調査で「月に１回以
上地域活動に参加した」と回答した
人の割合

進
捗
状
況

　町民の協働意識を確立するため、町政運営の主体
である町民・議会・行政の役割や、まちづくりに関
する基本的な事項を定めた「王寺町まちづくり基本
条例」をR3年4月より施行した。
　近年ではコロナ禍の影響で地域活動そのものが減
少したが、今年5月からクリーンキャンペーンを再
開、また、新たに開校した義務教育学校通学路の
「見守りボランティア」にも多くの町民の皆様に協
力いただいている。
　今後は、自治会を中心とした地域課題解決のため
の組織「まちづくり協議会」の設立支援など自治会
や地域との接点を増やしていき、地域活動への参加
を促していく。

(2017) % (2020) 5 (2023) (2028)

数
値
目
標

１(1)月に１回以上地域活動に参加する人の割合

基準値 実績値
進捗率
(傾向)

目標値

― 29.0 33.0

H29年度 ― R2年度 3
年目

R5年度 R10年度

24.9 ―

基本目標 １　住民に開かれ自立するまちづくり

協働による仕組みづくりや効率的な行政運営によ
り、行政サービスの充実を図る

担当部署・指標管理責任者

総務部
部長　幸田　芳和

基本的方向

24.9 24.9 

29.0 

20.0

22.0

24.0

26.0

28.0

30.0

32.0

H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5

%

年度

１(1)月に１回以上地域活動に参加する人の割合

実績

目標

7



KPI

(2017) ％ (2021) 5 (2023) (2028)

Ｋ
Ｐ
Ｉ

K1-1　協働によるまちづくりについて推進すべ
きと考える人の割合

基準値 実績値
進捗率
(傾向)

目標値

3

住民アンケート調査で「協働による
まちづくり」について「推進すべき」､
「ある程度推進すべき」と回答した人
の割合

目標 １　住民に開かれ自立するまちづくり 担当部署・指標管理責任者

政策 (1)協働の仕組みの構築
総務部　政策推進課
課長　吉田　茂肇

施策 (1)参画・協働

― 75.0 80.0

H29年度 ― R3年度
年目

R5年度 R10年度

69.3 ―

進
捗
状
況

　王寺町民の協働意識を確立するため、町政運営の
主体である町民・議会・行政の役割や、まちづくり
に関する基本的な事項を定めた「王寺町まちづくり
基本条例」をR3年4月に施行した。
　今後は、まちづくり基本条例に記載の自治会を中
心とした地域課題解決のための組織「まちづくり協
議会」の設立を目指し、地域別のワークショップな
どを開催して、新たな町民の参画を促していき、R5
年度の住民アンケート調査における目標達成を目指
す。

(2017) 件 (2021) 5 (2023) (2028)

Ｋ
Ｐ
Ｉ

K1-2　町公式サイトへの年間アクセス件数

基準値

H29年度 170,633 R3年度 3
年目

目標値

進
捗
状
況

　
　H28年度末の町公式サイトリニューアルを契機
に、広報紙からQRコードを用いての公式サイト誘導
を行い、アクセス数は堅調に推移した。
　R2年2月以降、コロナ禍によってその支援や予防
対策、ワクチン接種等の行政が発信する情報への関
心が高まったことを受け、視覚的に認知しやすいピ
クトグラムを用いた「新型コロナ」特設ページを開
設。その結果、自ら情報を取得しようとする住民が
増えた。
　コロナ禍収束後を見据え、住民が必要な情報をタ
イムリーかつ容易に取得できるよう、R4年度中にサ
イト全体のデザイン・導線のリニューアルを図る。

R5年度 R10年度

政策 (1)協働の仕組みの構築
総務部　政策推進課
課長　吉田　茂肇

施策 (2)広報広聴・情報公開

154,068 ⤴ 324,701

目標 １　住民に開かれ自立するまちづくり 担当部署・指標管理責任者

1071.0% 170,000 185,000

実績値
進捗率
(傾向)

69.369.3

75.0 

65.0

70.0

75.0

80.0

H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5

％

年度

K1-1 協働によるまちづくりについて推進す

べきと考える人の割合

実績

目標

実績

目標

154,068

167,052 174,720

336,487 324,701

154,068

170,000

150,000

170,000

190,000

210,000

230,000

250,000

270,000

290,000

310,000

330,000

350,000

H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5

件

年度

K1-2 町公式サイトへの年間アクセス件数

実績

目標

実績

目標
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KPI

R5年度 R10年度

3,374 ⤴ 15,060

目標 １　住民に開かれ自立するまちづくり 担当部署・指標管理責任者

政策 (1)協働の仕組みの構築
総務部　政策推進課
課長　吉田　茂肇

施策 (2)広報広聴・情報公開

進
捗
状
況

　
　Fecebook、LINE、Instagramの3種のSNSを運用し
ているが、コロナ情報発信の影響もありLINE登録者
が大幅に増えR3年度末にはR10年度の目標であった
フォロワー数を上回ることとなった。
　R4年7月にLINEの機能を拡張しゴミ収集日の通知
など住民が必要な情報を選択できる機能を設けた。
　今後もシビックプライドを高めるSNSの発信を効
果的に行い、さらなるフォロワー増を図る。

○R3年度末時点のSNS別フォロワー数
　・Facebook　4,417アカウント
　・LINE　9,648アカウント
　・Instagram　995アカウント

(2017) アカウント (2021) 5 (2023) (2028)

Ｋ
Ｐ
Ｉ

K1-3　町公式ＳＮＳのフォロワー数（累計）

基準値 実績値
進捗率
(傾向)

目標値

322.3% 7,000 10,000

H29年度 11,686 R3年度 3
年目

住民アンケート調査で「行政の透明
性」について「とても満足している」､
「ある程度満足している」と回答した
人の割合

目標 １　住民に開かれ自立するまちづくり 担当部署・指標管理責任者

政策 (1)協働の仕組みの構築
総務部　政策推進課
課長　吉田　茂肇

施策 (2)広報広聴・情報公開

― 31.0 40.0

H29年度 ― R3年度

進
捗
状
況

　行政の透明性の向上と、民間によるデータの二次
利用に資するため、国（内閣官房）作成のガイドラ
インに沿って、町が保有する情報のオープンデータ
化を進め、公式サイトに掲載している。

〇公開済のオープンデータ数
　・国推奨…13データ
　・町独自…2データ

　今後、広報紙や町公式サイト、SNSを活用し、必
要な情報を届けるべきターゲットへ確実に発信し、
行政への信頼向上を図るとともに、R5年度の住民ア
ンケート調査における目標達成を目指す。

(2017) ％ (2021) 5 (2023) (2028)

Ｋ
Ｐ
Ｉ

K1-4　行政の透明性に関する満足度

基準値 実績値
進捗率
(傾向)

目標値

3
年目

R5年度 R10年度

20.4 ―

3,374

4,883

6,534

8,921

15,060

3,374

7,000

3,000

4,500

6,000

7,500

9,000

10,500

12,000

13,500

15,000

16,500

H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5

アカウント

年度

K1-3 町公式ＳＮＳのフォロワー数（累計）

実績

目標

実績

目標

20.420.4

31.0 

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5

％

年度

K1-4 行政の透明性に関する満足度

実績

目標

実績

目標
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KPI

3年間で町内を一巡する人権
学習懇談会の参加者数

目標 １　住民に開かれ自立するまちづくり 担当部署・指標管理責任者

政策 (2)お互いを尊重するまちづくり
教育総務部　生涯学習課

課長　藤本　忠司
施策 (3)人権

-108.4% 420 500

H29年度 -103 R1年度

進
捗
状
況

　コロナ禍により、R3年度も人権学習懇談会が中止
となったが、代替として「人権出前講座」を開催
し、2団体35名の参加者を得ることができた。
　今後も、自治会や学校と連携し、多くの住民が積
極的に参加できるよう、内容等を工夫・改善して参
加者増加を目指す。

(2017) 人 (2019) 5 (2023) (2028)

Ｋ
Ｐ
Ｉ

K2-1　人権学習懇談会の参加者数

基準値 実績値
進捗率
(傾向)

目標値

1
年目

R5年度 R10年度

325 ⤵ 222

住民アンケート調査で「人権啓発・人権
教育」について「とても重要」、「ある程度
重要」と回答した人の割合。

目標 １　住民に開かれ自立するまちづくり 担当部署・指標管理責任者

政策 (2)お互いを尊重するまちづくり
教育総務部　生涯学習課

課長　藤本　忠司
施策 (3)人権

― 44.3 50.0

H29年度 ― R3年度

進
捗
状
況

　コロナ禍により、R3年度も毎月11日に実施してい
る駅前啓発活動や人権学習懇談会等を実施すること
が出来なかったが、コロナ禍の状況を見ながら、啓
発活動や広報等を通じて、人権の重要性について理
解を深めてもらう機会を創る。

(2017) ％ (2021) 5 (2023) (2028)

Ｋ
Ｐ
Ｉ

K2-2　人権啓発・人権教育に関する重要度

基準値 実績値
進捗率
(傾向)

目標値

3
年目

R5年度 R10年度

37.5 ―

325 

312 
222 

325 

420 

0

100

200

300

400

500

H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5

人

年度

K2-1 人権学習懇談会の参加者数

実績

目標

実績

目標

37.537.5

44.3 

30.0

35.0

40.0

45.0

50.0

H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5

％

年度

K2-2 人権啓発・人権教育に関する重要度

実績

目標

実績

目標
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KPI

R5年度 R10年度

22.1 ⤴ 24.1

目標 １　住民に開かれ自立するまちづくり 担当部署・指標管理責任者

政策 (2)お互いを尊重するまちづくり
地域整備部　地域交流課

課長　片岡　篤
施策 (4)男女共同参画

進
捗
状
況

　各課に働きかけを行い、審議会等の女性委員の割
合は基準値から2.0ポイント増加した。
　事業計画等を策定する過程において、女性の参画
が大切であることから、委員選定段階から各種団体
の長や代表への登用を求め、女性委員の増加を図
る。

(2017) ％ (2021) 5 (2023) (2028)

Ｋ
Ｐ
Ｉ

K2-4　町が設置する審議会等における
女性委員の割合

基準値 実績値
進捗率
(傾向)

目標値

29.0% 29.0 35.0

H29年度 2.0 R3年度 3
年目

2020年の国勢調査結果から推計を行
い、評価を行う。

目標 １　住民に開かれ自立するまちづくり 担当部署・指標管理責任者

政策 (2)お互いを尊重するまちづくり
地域整備部　地域交流課

課長　片岡　篤
施策 (4)男女共同参画

60.9% 77.0 80.0

H29年度 5.6 R2年度

進
捗
状
況

　引き続き「まっち★ジョブ王寺～ハローワーク
～」による「就職支援セミナー」や「就職面接会」
「奈良県女性の再就職準備相談窓口」などの就職支
援の取組みを行い、就業率向上を目指す。
　就業率（R2国勢調査結果）は、R4年5月に公表さ
れ、R5年度の目標数値77％に向けて順調に推移して
いるが、国、県の平均には、届いていない状況が続
いている。

(2017) ％ (2020) 5 (2023) (2028)

Ｋ
Ｐ
Ｉ

K2-3　２５～４４歳女性の就業率

基準値 実績値
進捗率
(傾向)

目標値

2
年目

R5年度 R10年度

67.8 ⤴ 73.4

22.1

22.7
23.1

23.5 
24.1

22.1

29.0 

20.0

22.0

24.0

26.0

28.0

30.0

H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5

％

年度

K2-4 町が設置する審議会等における

女性委員の割合

実績

目標

実績

目標

67.8

73.4 

67.8

77.0 

60.0

65.0

70.0

75.0

80.0

H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5

％

年度

K2-3 ２５～４４歳女性の就業率

実績

目標

実績

目標
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KPI

目標 １　住民に開かれ自立するまちづくり 担当部署・指標管理責任者

政策 (3)健全で効率的な行財政運営
総務部　総務課
課長　源　英享

施策 (5)行政サービスの提供

90.5% 35.0 50.0

H29年度 13.4 R2年度

進
捗
状
況

○R1年度
　施設予約システムの電子申請率向上を目指し、担
当職員によるワーキンググループを開催。
○R2年度
　施設予約システムの操作説明用タブレットを配置
し、使用方法の支援を実施。
○今後の予定
　国の推奨する子育てや介護分野での電子化を進め
ると共に、イベントの申込予約等、電子申請導入の
ハードルが低く、住民・職員の利便性向上が図れる
項目の新規導入を促進する。

(2017) ％ (2020) 5 (2023) (2028)

Ｋ
Ｐ
Ｉ

K3-1　電子申請が可能なサービスにおける電子
申請利用率（個人からの申請に係るもの）

基準値 実績値
進捗率
(傾向)

目標値

2
年目

R5年度 R10年度

20.2 ⤴ 33.6

R5年度 R10年度

14.6 ⤴ 49.1

目標 １　住民に開かれ自立するまちづくり 担当部署・指標管理責任者

政策 (3)健全で効率的な行財政運営
住民福祉部　住民課
課長　西本　貴至

施策 (5)行政サービスの提供

進
捗
状
況

　R3年度末の交付率は49.1でR5年度の目標値で
ある40.0を達成している。マイナポイント第2
弾（マイナンバーカードの新規取得、健康保険
証としての利用申し込み、公金受取口座の登
録）により今後さらにマイナンバーカードの申
請の増加が見込まれる。月2回の休日受付を継
続し、コンビニ交付や健康保険証として利用で
きるなどの利点に関する広報活動を行い、マイ
ナンバーカードの交付率の上昇を目指す。

○R3年度交付件数(累計):3,130件(11,886件)

(2017) ％ (2021) 5 (2023) (2028)

Ｋ
Ｐ
Ｉ

K3-2　人口に対するマイナンバーカード交付率

基準値 実績値
進捗率
(傾向)

目標値

135.8% 40.0 66.0

H29年度 34.5 R3年度 3
年目

20.2
21.8 21.5

33.6 

20.2

35.0 

10.0

15.0

20.0

25.0

30.0

35.0

40.0

H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5

％

年度

K3-1 電子申請が可能なサービスにおける電

子申請利用率（個人からの申請に係るもの）

実績

目標

実績

目標

14.6

18.5

21.5

36.2 

49.1

14.6

40.0 

10.0

15.0

20.0

25.0

30.0

35.0

40.0

45.0

50.0

H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5

％

年度

K3-2 人口に対するマイナンバーカード交付率

実績

目標

実績

目標

12



KPI

住民アンケート調査で「行財政運営」に
ついて、「とても満足している」、「ある程
度満足している」と回答した人の割合

目標 １　住民に開かれ自立するまちづくり 担当部署・指標管理責任者

政策 (3)健全で効率的な行財政運営
総務部　政策推進課
課長　吉田　茂肇

施策 (6)行政経営

― 29.5 35.0

H29年度 ― R3年度

進
捗
状
況

　自主財源の確保という面では、ふるさと納税
を推進してきた。H29年度の寄付額17,481千円
に対し、R3年度では39,014千円と223％の伸び
となった。引き続き、ふるさと納税を拡充する
とともに、多角的な財源の確保を図る。
　また、ICTを活用した事務処理の電子化をは
じめ、事務事業の効率化によって、経常経費の
削減を図るとともに住民サービスの向上を推進
する。

(2017) ％ (2021) 5 (2023) (2028)

Ｋ
Ｐ
Ｉ

K3-3　行財政運営に関する満足度

基準値 実績値
進捗率
(傾向)

目標値

3
年目

R5年度 R10年度

23.1 ―

87.3

目標 １　住民に開かれ自立するまちづくり 担当部署・指標管理責任者

―

実績値
進捗率
(傾向)

全国平均以下

政策 (3)健全で効率的な行財政運営
総務部　政策推進課
課長　吉田　茂肇

施策 (6)行政経営

R5年度 R10年度

進
捗
状
況

　R3年度の本町の経常収支比率は、国調人口増
に伴う交付税の増及び臨時財政対策債の一時的
な増により極端に改善している。
　しかしながら、公債費や社会保障関連費等は
R2年度よりも増加しており、引き続き、スク
ラップ・アンド・ビルドによる事業の見直しや
業務の効率化により、経常経費の削減を図る。

※は数値が低い方が良くなる指標です。

(2021) ％ (2021) 5 (2023) (2028)

Ｋ
Ｐ
Ｉ

K3-4　経常収支比率※

基準値

R3年度 ― R3年度 3
年目

目標値

全国平均

23.123.1

29.5 

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5

％

年度

K3-3 行財政運営に関する満足度

実績

目標

実績

目標

97.2

96.1 
97.0 

98.0 

87.3 

92.8 93.0 
93.6 

93.1 

85.0

90.0

95.0

100.0

H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5

％

年度

K3-4 経常収支比率※

実績

目標

実績

目標

全国平均
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KPI

R5年度 R10年度

10 ⤴ 13

目標 １　住民に開かれ自立するまちづくり 担当部署・指標管理責任者

政策 (3)健全で効率的な行財政運営
総務部　政策推進課
課長　吉田　茂肇

施策 (7)広域連携

進
捗
状
況

　R1年度は、大阪府熊取町と「災害連携に係る
協定」を締結したほか、西和5町と西和地域の
病児保育室を設置する協約を締結した。(R2年1
月に「いちごルーム」を開設)
　R3年度は、聖徳太子ゆかりの大和郡山市、生
駒郡の近隣6市町と2企業が連携して観光客誘致
に取り組む「WEST NARA広域観光推進協議会」
(地域DMO)が発足した。
　また、現在、中和･西和の7市町で連携し、公
共施設相互利用の実証実験に取り組んでいる。
　今後も行政課題に応じた連携協力を他自治体
と図り、R5年度の達成を目指す。

　

(2017) 事業 (2021) 5 (2023) (2028)

Ｋ
Ｐ
Ｉ

K3-5　市町村間の広域連携によって進めた
事業数（累計）

基準値 実績値
進捗率
(傾向)

目標値

75.0% 14 18

H29年度 3 R3年度 3
年目

10 

12 12 

13 
10 

14 

5

10

15

20

H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5

事業

年度

K3-5 市町村間の広域連携によって進めた

事業数（累計）

実績

目標

実績

目標
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15 

 ２ 快適で暮らしやすいまちづくり 

 

 

数値目標 

 ２(1) 人口の社会増（転入者数－転出者数） 

 

ＫＰＩ 

政策(4) 都市基盤の充実 

 K4-1 「王寺町立地適正化計画」において王寺駅周辺地区域に立地誘導を図るとしている生活利便施設数 

 K4-1②町東部の市街化調整区域のうち、都市的な土地利用の割合 

 K4-2 外観調査等から特に問題となる可能性のある戸建て空き家の数 

 K4-3 町が実施する耐震改修補助利用件数（累計） 

 K4-4 管の直径 250mm 以上の基幹排水管路の耐震化率 

 K4-5 下水道水洗化率 

政策(5) 交通ネットワークの整備 

 K5-1 都市計画道路の整備率 

 K5-2 生活道路の整備に関する満足度 

 K5-3 公共交通の整備に関する満足度 

 K5-4 関西国際空港からの１日あたり直通バスの本数 

政策(6) 環境への配慮 

 K6-1 ＣＣＣ活動参加団体数 

 K6-2 クリーンキャンペーン１回当たりの産業廃棄物発生量 

 K6-3 一般家庭における１人１日当たりのごみ排出量 

 K6-4 ごみのリサイクル率 

政策(7) 水と緑の保全と創出 

 K7-1 都市景観に関する満足度 

 K7-2 国道 168 号の無電柱化延長 

 



数値目標

奈良県推計人口調査より

数
値
目
標

２(1)人口の社会増（転入者数ー転出者数）

基準値 実績値
進捗率
(傾向)

目標値

0.0 ⤴ 59 59.0% 100

進
捗
状
況

　都市基盤の整備について、王寺駅周辺への医療・福
祉、商業、事業所(オフィス)等の都市機能の集積及び生
活サービス機能の充実を図るため、有識者会議等で、将
来のまちづくりについて協議を重ねており、R4年6月に
「王寺駅周辺地区(駅北エリア)まちづくり基本計画」を
策定した。
　今後は、王寺駅南エリアのまちづくり計画を定め、王
寺町の中心拠点である王寺駅周辺について「西和地域の
中核となる拠点機能の強化」をコンセプトに、１つの計
画に取りまとめていく予定である。また、その計画を実
現するため、民間活力による拠点施設の整備推進や、ま
ちなかウォーカブルの推進、まちなみの誘導型の地区計
画を定めることで、人中心の空間を創出し、良好な都市
景観を形成していくことに繋がる。
　引き続き、駅周辺の拠点機能を強化し、活力あふれる
西和地域の拠点都市を目指す。

基本目標 ２　快適で暮らしやすいまちづくり

都市基盤の整備、環境や景観への配慮により、
快適に暮らし続けられる町をつくる

担当部署・指標管理責任者

王寺町理事 兼 地域整備部長
守田　景敬

基本的方向

(2018) 人 (2021) 4 (2023)

H30年度 59 R3年度 2
年目

R5年度

25 

34 

59 

+100

0

20

40

60

80

100

120

R2 R3 R4 R5

人

年度

２(1)人口の社会増（転入者数ー転出者数）

実績

目標

実績（累積）

目標（累積）

実績（単年度）
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・都市機能誘導施設

進
捗
状
況

　国道168号整備事業に伴う事業所移転として1
件の開発があった。
　今後も同様に公共事業に伴う移転開発の可能
性もあり得るが、市街化区域への編入に関して
も検討に向けた準備を行う。

(2017) ％ (2021) 5 (2023) (2028)

Ｋ
Ｐ
Ｉ

K4-1② 町東部の市街化調整区域のうち、
都市的な土地利用の割合

基準値 実績値
進捗率
(傾向)

目標値

－ 12.0 51.0

H29年度 1 R3年度 3
年目

R5年度 R10年度

12.0 ⤴ 13.0

目標 ２　快適で暮らしやすいまちづくり 担当部署・指標管理責任者

政策 (4)都市基盤の充実
地域整備部　都市計画課

課長　西村　幸晃
施策 (8)土地利用

5 (2023) (2028)

Ｋ
Ｐ
Ｉ

K4-1 「王寺町立地適正化計画」において王寺駅周
辺区域に立地誘導を図るとしている都市機能誘導施
設

基準値

H29年度

実績値
進捗率
(傾向)

0 R3年度 3
年目

産婦人科や救急夜間診療が可能な総
合病院（概ね200床以上）及び
店舗面積が1,500㎡以上の食料品を扱
う店舗

政策 (4)都市基盤の充実
地域整備部　まちづくり推進課

課長　植村　哲史
施策 (8)土地利用

2 → 2

目標 ２　快適で暮らしやすいまちづくり 担当部署・指標管理責任者

0.0% 3 4

目標値

進
捗
状
況

　王寺町立地適正化計画で定めている都市機能誘導施設
については、既存施設として2つある(西友王寺店、スー
パーヤオヒコ王寺駅前店)が、共に店舗面積が1,500㎡以
上の食料品を扱う店舗であり、総合病院については西和
医療センターを想定し、西和医療センターの移転に向
け、奈良県・JR及び王寺町の三者で随時協議を行ってい
るところ。
　なお、西和医療センターの医療圏である西和７町長に
ついては、王寺駅南側への病院移転について賛成ないし
理解を得た。また、R4年3月に開催された自治連合会総会
をはじめ、久度地区自治連合会や舟戸・葛下地区自治連
合会に対して病院移転についての進捗状況を説明し、各
自治会からの要望書提出を働きかけた。
　今後も継続し、都市機能誘導施設である総合病院の移
転について奈良県との協議を重ねていく。

R5年度 R10年度

(2017) 施設 (2021)

2 22

3

1

2

3

4

5

H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5

施設

年度

K4-1 「王寺町立地適正化計画」において王寺駅周辺

区域に立地誘導を図るとしている都市機能誘導施設

実績

目標

実績

目標

12.0 

13.0 

12.0 12.0 

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5

％

年度

K4-1② 町東部の市街化調整区域のうち、

都市的な土地利用の割合

実績

目標

実績

目標
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目標 ２　快適で暮らしやすいまちづくり 担当部署・指標管理責任者

H29年度 4 R3年度 3
年目

R5年度 R10年度

　

進
捗
状
況

　R4年4月に、町内の住宅・建築物の更なる耐震化促進を
図るため、耐震改修促進計画の改定を行い、R7年度末ま
でに住宅及び多数の者が利用する民間建築物の耐震化率
を95％にすることを目標に掲げ、R4年4月から新たな事業
である「特殊建築物等耐震診断補助事業」を始めるとと
もに、所有者の費用負担軽減を図るために耐震改修費補
助上限額を50万円から100万円に引き上げた。
　また、継続して毎年実施している固定資産税の納税通
知書に補助制度に関するリーフレットを同封すること
や、耐震フォーラムについては継続して取組んでいると
ころ。なお、耐震フォーラムにはR3年度は9名が参加し、
内2名が耐震診断を実施した。
　

(2017) 件 (2021) 5 (2023)

政策 (4)都市基盤の充実
地域整備部　まちづくり推進課

課長　植村　哲史
施策 (9)住宅環境

22.2% 23 385 ⤴ 9

(2028)

Ｋ
Ｐ
Ｉ

K4-3　町が実施する耐震改修補助利用件数
（累計）

基準値 実績値
進捗率
(傾向)

目標値

R5年度 R10年度

進
捗
状
況

　R4年4月に、更なる空き家対策の推進のため、空家等対
策計画の改定を行った。
管理不全空き家の所有者等に対し、法に基づき改善を促
し、概ね半数の所有者等に改善措置を講じていただいて
いる。
　また、固定資産税の納税通知書にチラシを同封し、補
助金を活用した空き家の除却、全国版空き家・空き地バ
ンクへの物件掲載による利活用を促進した結果、R3年度
には3件（特定空家等候補含む）の空き家が補助金を活用
し除却され、また、2件の空家等を「全国版空き家・空き
地バンク」に新規登録した。
　今後は、空き家の利活用について更に検討していく。

()内は特定空家の数 ※は数値が低い方が良くなる指標です。

(2017) 戸 (2021) 5 (2023) (2028)

Ｋ
Ｐ
Ｉ

K4-2　外観調査等から特に問題となる
可能性のある戸建て空き家の数※

基準値

H29年度 30 R3年度 3
年目

目標値

270 ⤵ 300

目標 ２　快適で暮らしやすいまちづくり 担当部署・指標管理責任者

― 277 338

実績値
進捗率
(傾向)

政策 (4)都市基盤の充実
地域整備部　まちづくり推進課

課長　植村　哲史
施策 (9)住宅環境

270 (5)
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300 (0)
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実績
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K4-3 町が実施する耐震改修補助利用件数

（累計）

実績

目標

実績

目標
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R5年度 R10年度

7.8 ⤴ 20.4

目標 ２　快適で暮らしやすいまちづくり 担当部署・指標管理責任者

政策 (4)都市基盤の充実
水道部　上下水道課
課長　山中　法也

施策 (10)上下水道

進
捗
状
況

　県内水道事業の統合を前に、留保資金を活用しな
がら水道配水管の耐用年数である40年を経過してい
る老朽管のうち、管径250ｍｍ以上の基幹管路を中
心に更新ペースを上げて耐震管への布設替えを実施
している。

○更新実績（管径250ｍｍ以上）
　H29年度　工事延長　Ｌ＝170ｍ
　H30年度　工事延長　Ｌ＝260ｍ
　R1年度　 工事延長　Ｌ＝410ｍ
　R2年度　 工事延長　Ｌ＝510ｍ
　R3年度　 工事延長　Ｌ＝665ｍ

※管径250ｍｍ以上総延長　Ｌ＝14,643ｍ

(2017) ％ (2021) 5 (2023) (2028)

Ｋ
Ｐ
Ｉ

K4-4　管の直径250ｍｍ以上の基幹配水管路の
耐震化率

基準値 実績値
進捗率
(傾向)

目標値

100.8% 20.3 30.8

H29年度 12.6 R3年度 3
年目

・下水道水洗化率：
王寺町が下水道を整備した区域内の
人口に対して、実際に公共下水道に
接続して水洗化した人口の割合

111.0% 96.3 97.1

H29年度 1.1 R3年度 3
年目

R5年度

進
捗
状
況

　
　町公式サイトを通じた水洗化に関する啓発のほ
か、公共下水道への未接続者に対する個別訪問を継
続的に実施しており、R3年度末時点での下水道水洗
化率は96.41％となりR5年度の目標値を上回った。
　今後も公共下水道への接続啓発を行い、R10年度
の目標値である97.1%の早期達成を目指す。

(2028)

Ｋ
Ｐ
Ｉ

K4-5　下水道水洗化率

基準値 実績値
進捗率
(傾向)

目標値

R10年度

⤴

(2017)

政策 (4)都市基盤の充実
水道部　上下水道課
課長　山中　法也

施策 (10)上下水道

目標 ２　快適で暮らしやすいまちづくり 担当部署・指標管理責任者

％ (2021) 5 (2023)

96.495.3

95.3

95.6
95.8

96.2 
96.4

95.3

96.3 

94.0

95.0

96.0

97.0

98.0

H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5

％

年度

K4-5 下水道水洗化率

実績

目標

実績

目標

7.8
9.5

12.3

15.8 

20.4

7.8

20.3 

0.0

5.0

10.0

15.0

20.0

25.0

30.0

35.0

H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5

％

年度

K4-4 管の直径250ｍｍ以上の基幹配水管路の

耐震化率

実績

目標

実績

目標

19



KPI

住民アンケート調査で「生活道路の整
備」について、「とても満足している」、
「ある程度満足している」と回答した人の
割合

目標 ２　快適で暮らしやすいまちづくり 担当部署・指標管理責任者

政策 (5)交通ネットワークの整備
地域整備部　都市計画課

課長　西村　幸晃
施策 (11)道路

― 34.0 40.0

H29年度 ― R3年度
年目

R5年度 R10年度

27.2 ―

進
捗
状
況

○畠田駅前線整備事業
　R1年度：用地取得（2件）
　　　　　不動産鑑定
　　　　　建物・営業補償調査
　　　　　詳細設計業務発注
　R2年度：用地取得（6件）
　R3年度：大型店舗2棟の建物補償調査
　　　　　用地取得（1件）
　R4年度：用地取得（2件）

(2017) ％ (2021) 5 (2023) (2028)

Ｋ
Ｐ
Ｉ

K5-2　生活道路の整備に関する満足度

基準値 実績値
進捗率
(傾向)

目標値

3

R5年度 R10年度

72.0 → 72.0

目標 ２　快適で暮らしやすいまちづくり 担当部署・指標管理責任者

政策 (5)交通ネットワークの整備
地域整備部　都市計画課

課長　西村　幸晃
施策 (11)道路

進
捗
状
況

○国道168号（奈良西幹線）整備事業
　R4年度に畠田四丁目交差点の暫定整備を実施
　し、桜井田原本王寺線への左折レーン、桜井
　田原本王寺線からの右折レーン、歩道を設置
　する。引き続き畠田四丁目交差点以南の用地
　取得に向け対応を行う。
○元町畠田線整備事業
　R4年度に1件の地権者と契約済み。(残り3件)
○畠田駅前線整備事業
　R3年度以前に9件、R4年度に2件の用地を取得
　済み。（残り11件）

(2017) ％ (2021) 5 (2023) (2028)

Ｋ
Ｐ
Ｉ

K5-1　都市計画道路の整備率

基準値 実績値
進捗率
(傾向)

目標値

0.0% 78.0 82.0

H29年度 0.0 R3年度 3
年目

72.0 72.072.0
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R5年度 R10年度

0 → 0

目標 ２　快適で暮らしやすいまちづくり 担当部署・指標管理責任者

政策 (5)交通ネットワークの整備
地域整備部　まちづくり推進課

課長　植村　哲史
施策 (12)公共交通

進
捗
状
況

　バス事業者の賛同が得られない。

【バス事業者の意見】
　・定時制の確保について、鉄道の方が優れている
　　ため、利用者が見込めない。

(2017) 便 (2021) 5 (2023) (2028)

Ｋ
Ｐ
Ｉ

K5-4　関西国際空港からの1日当たり
直通バス路線便数

基準値 実績値
進捗率
(傾向)

目標値

0.0% 2 5

H29年度 0 R3年度 3
年目

住民アンケート調査で「公共交通の整
備」について「とても満足している」、「あ
る程度満足している」と回答した人の割
合

目標 ２　快適で暮らしやすいまちづくり 担当部署・指標管理責任者

政策 (5)交通ネットワークの整備
地域整備部　まちづくり推進課

課長　植村　哲史
施策 (12)公共交通

― 55.0 60.0

H29年度 ― R3年度
年目

R5年度 R10年度

47.5 ―

進
捗
状
況

　R3年4月には、国道168号沿い北向きの白瓜及び王
寺本町四丁目バス停に、待合環境の向上のため、バ
ス停上屋の整備を行った（2か所）。また、R4年度
中に、王寺本町二丁目バス停にベンチを設置し、待
合環境の向上を図っているところ。
　今後は、国道168号の拡幅に伴う畠田駅前の整備
と並行して、畠田駅前へのタクシーや路線バスの乗
り入れについて、実現できるよう交通事業者に働き
かけていく。

(2017) ％ (2021) 5 (2023) (2028)

Ｋ
Ｐ
Ｉ

K5-3　公共交通の整備に関する満足度

基準値 実績値
進捗率
(傾向)

目標値

3
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％
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政策 (6)環境への配慮
住民福祉部　住民課
課長　西本　貴至

施策 (13)環境保全

目標値

21.0 0.0

目標 ２　快適で暮らしやすいまちづくり 担当部署・指標管理責任者

636.4% 17.7 15.0

実績値
進捗率
(傾向)

　 ※は数値が低い方が良くなる指標です。

(2017) ｔ (2021) 5 (2023) (2028)

Ｋ
Ｐ
Ｉ

K6-2　クリーンキャンペーン1回当たりの
産業廃棄物発生量※

基準値

H29年度 (21.0) R3年度 3
年目

R5年度 R10年度

進
捗
状
況

　新型コロナウイルス感染症対策のため、R3年度は
クリーンキャンペーンが開催できず、産業廃棄物の
発生量を測ることができなかった。
　しかし、不法投棄がなくなったわけではないた
め、不法投棄やごみのポイ捨てが目立つ場所には、
看板・ポスターの設置や定期的な見回りを実施す
る。

R5年度 R10年度

83 ⤴ 91

目標 ２　快適で暮らしやすいまちづくり 担当部署・指標管理責任者

政策 (6)環境への配慮
住民福祉部　住民課
課長　西本　貴至

施策 (13)環境保全

進
捗
状
況

　R3年度は91団体と目標値まであと1団体となって
いる。参加団体を増やすために、あらためてＣＣＣ
活動の目的や補助制度、活動状況等の広報を行う。

○R3年度ＣＣＣ活動
　・活動団体数　　91団体
　・活動延べ人数　18,872人

(2017) 団体 (2021) 5 (2023) (2028)

Ｋ
Ｐ
Ｉ

K6-1　ＣＣＣ活動参加団体数

基準値 実績値
進捗率
(傾向)

目標値

88.9% 92 100

H29年度 8 R3年度 3
年目

83

82

85
86

91

83

92

80

85

90

95

100

H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5

団体

年度

K6-1 ＣＣＣ活動参加団体数

実績

目標

実績

目標

21.0 

16.7

23.3

0 0 

21.0 

17.7 

0.0

5.0

10.0

15.0

20.0

25.0

H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5

ｔ

年度

K6-2 クリーンキャンペーン1回当たりの

産業廃棄物発生量※

実績

目標

実績

目標
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政策 (6)環境への配慮
住民福祉部　住民課
課長　西本　貴至

施策 (14)循環型社会

目標値

730 ⤴ 707

目標 ２　快適で暮らしやすいまちづくり 担当部署・指標管理責任者

32.4% 659 611

実績値
進捗率
(傾向)

　 ※は数値が低い方が良くなる指標です。

(2017) ｇ (2021) 5 (2023) (2028)

Ｋ
Ｐ
Ｉ

K6-3　一般家庭における1人1日当たりの
ごみ排出量※

基準値

H29年度 -23 R3年度 3
年目

R5年度 R10年度

進
捗
状
況

　R3年度の一般家庭におけるごみの排出量は707g/
人日と前年度より減少した。要因としては、R3年秋
頃から「ごみ減量化プロジェクト」を推進し、自治
会での廃品回収活用のお願いや、町内全戸への雑紙
回収袋及びごみ分別ガイドブックの配布などによる
啓発活動を進めたことが考えられる。今後も、ごみ
の分別の徹底により、一般家庭における1人1日当た
りのごみ排出量マイナス100gを目指す。

○R3年度家庭系ごみ総量
　6,247,989kg/年（対前年度▲2.9%）

R5年度 R10年度

14.0 ⤵ 12.0

目標 ２　快適で暮らしやすいまちづくり 担当部署・指標管理責任者

政策 (6)環境への配慮
住民福祉部　住民課
課長　西本　貴至

施策 (14)循環型社会

進
捗
状
況

　R3年度のリサイクル率は12.0％と前年度より増加
した。要因としては、R3年度秋頃から「ごみ減量化
プロジェクト」を推進し、自治会での廃品回収活用
のお願いや、町内全戸への雑紙回収袋及びごみ分別
ガイドブックの配布などによる啓発活動を進めたこ
とで、資源ごみの回収量が増加したことが考えられ
る。今後も引き続き、広報紙等を用いてリサイクル
に関する啓発を行う。

○R3年度実績
　・資源ごみ　1,023,559kg（対前年度＋5.8%）
　・資源化率　12.0％（対前年度＋8.1%）

(2017) ％ (2021) 5 (2023) (2028)

Ｋ
Ｐ
Ｉ

K6-4　ごみのリサイクル率

基準値 実績値
進捗率
(傾向)

目標値

-22.2% 23.0 30.0

H29年度 -2.0 R3年度 3
年目

14.0
12.9 

11.9 
11.1 

12.0 

14.0

23.0 

10.0

15.0

20.0

25.0

30.0

H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5

％

年度

K6-4 ごみのリサイクル率

実績

目標

実績

目標

730 732 
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650
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H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5

ｇ

年度

K6-3 一般家庭における1人1日当たりの

ごみ排出量※

実績

目標

実績

目標

23



KPI

進
捗
状
況

○国道168号（奈良西幹線）整備事業
　本町一丁目交差点以南640ｍ（4車線化事業
　済み区間）の無電中化については、R3年度に
　予備設計を実施。
　上記区間より南（4車線化事業中区間）の
　無電中化については、畠田四丁目交差点の
　南までの用地取得ができれば、R5年度に
　共同溝の設計と着工を予定。

(2017) km (2021) 5 (2023) (2028)

Ｋ
Ｐ
Ｉ

K7-2　国道168号の無電柱化延長

基準値 実績値
進捗率
(傾向)

目標値

0.0% 0.83 2.29

H29年度 0.00 R3年度 3
年目

R5年度 R10年度

0.0 → 0.00

目標 ２　快適で暮らしやすいまちづくり 担当部署・指標管理責任者

政策 (7)水と緑の保全と創出
地域整備部　都市計画課

課長　西村　幸晃
施策 (15)都市景観

進
捗
状
況

○景観条例の制定
　近畿地方都市美協議会(※)の研修会に引き続
　き参加する。

※近畿地方都市美協議会…
　近畿2府5県(京都府、大阪府、福井県、滋賀県、兵庫
県、奈良県、和歌山県)における市町村が相互に交流を深
め、個性豊かな魅力ある都市景観の創造を図るため設け
られた団体。H3年に設立。

住民アンケート調査で「都市景観」につ
いて「とても満足している」、「ある程度満
足している」と回答した人の割合

(2017) ％ (2021) 5 (2023) (2028)

Ｋ
Ｐ
Ｉ

K7-1　都市景観に関する満足度

基準値 実績値
進捗率
(傾向)

目標値

― 25.0 30.0

H29年度 ― R3年度 3
年目

R5年度 R10年度

20.0 ―

目標 ２　快適で暮らしやすいまちづくり 担当部署・指標管理責任者

政策 (7)水と緑の保全と創出
地域整備部　都市計画課

課長　西村　幸晃
施策 (15)都市景観

20.020.0

25.0 

15.0
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35.0

H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5

％
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K7-1 都市景観に関する満足度

実績
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実績

目標

実績

目標

実績

目標

0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 

0.83 

0.00
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年度

K7-2 国道168号の無電柱化延長

実績
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実績

目標
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 ３ 安全で安心に暮らせるまちづくり 

 

 

数値目標 

 ３(1) 防災訓練を実施している自主防災組織の数 

 ３(2) 防災士資格者数 

 

ＫＰＩ 

政策(8) 地域防災の充実 

 K8-1 「王寺町安全・安心メール」及び「LINE 公式アカウント」登録者数 

 K8-2 「個別計画」を作成した団体数（累計） 

 K8-3 王寺町消防団の定員(130 人)に対する充足率 

 K8-4 救命講習会の年間受講者数 

政策(9) 日常生活の安全確保 

 K9-1 刑法犯年間認知件数（延べ） 

 K9-2 町内で発生した交通事故のうち高齢者が関係した事故の割合   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



数値目標

進
捗
状
況

　防災訓練の実施については、昨年に引き続
き、コロナ禍により開催を控えていることか
ら、実施している自主防災組織の数は減ってい
る。
　今後、新型コロナウイルスの感染状況を注視
しながら、防災訓練の実施を促すとともに「避
難行動要支援者名簿」や「個別避難計画」を活
用した実行性のある避難訓練の実施について
も、防災士ネットワークや消防団など他の関係
機関と連携して、啓発を行うことで、自主防災
組織の活動の活性化を図っていきます。

R10年度

(2017) 団体 (2021) 5 (2023) (2028)

H29年度 -6 R3年度 3
年目

R5年度

基本目標 ３　安全で安心に暮らせるまちづくり

住民が安心して暮らし続けられる安全な町をつくる

担当部署・指標管理責任者

総務部
理事　植野　善信

基本的方向

数
値
目
標

３(1)防災訓練を実施している自主防災組織の数

基準値 実績値
進捗率
(傾向)

目標値

8 ⤵ 2 -13.3% 53 53

進
捗
状
況

　「王寺町防災士ネットワーク」の活動として、R3
年度は3つの部会(広報部会・訓練部会・支援部会)
を設立し役員会を7回、部会を中心とした研修を5回
実施。
　今後、これらの活動をさらに成熟させ、地域にお
いて活動の見える化を進めるとともに広報紙により
防災士ネットワークの活動内容を広く住民に知って
もらうことで、防災士及び王寺町防災士ネットワー
ク会員の増員を目指す。
　また、R2～R4年度までの3年間、防災士資格を
持った者がいない自主防災組織に対して、防災士の
資格取得を促進させるため、防災士資格取得に要し
た経費(1名分)に限り、通常取得経費の１/３のとこ
ろ２/３を補助している。

R10年度

(2018) 人 (2021) 4 (2023) (2028)

H30年度 20 R3年度 2
年目

R5年度

基本目標 ３　安全で安心に暮らせるまちづくり

住民が安心して暮らし続けられる安全な町をつくる

担当部署・指標管理責任者

総務部
理事　植野　善信

基本的方向

数
値
目
標

３(2)防災士資格者数

基準値 実績値
進捗率
(傾向)

目標値

103 ⤴ 123 74.1% 130 150
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実績

目標
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R5年度 R10年度

2,890 ⤴ 14,193

目標 ３　安全で安心に暮らせるまちづくり 担当部署・指標管理責任者

政策 (8)地域防災の充実
総務部　防災統括室
課長　川中　孝茂

施策 (16)防災体制

進
捗
状
況

　コロナ禍により防災訓練や各種イベントの開
催ができない状況にあっても、ハザードマップ
や避難誘導標識、広報紙等で登録の啓発を行
い、登録者数の増加に繋げることができてい
る。今後も窓口に来庁される方等への呼びかけ
を行い、更なる登録者の増加を目指す。

○R4年5月末時点登録者数
　安全安心メール　4,940人
　ＬＩＮＥ　　　　9,746人
　合計　　　　 　14,686人

(2017) 人 (2021) 5 (2023) (2028)

Ｋ
Ｐ
Ｉ

K8-1　「王寺町安全・安心メール」
及び「LINE公式アカウント」登録者数

基準値 実績値
進捗率
(傾向)

目標値

212.9% 8,200 10,000

H29年度 11,303 R3年度 3
年目

★個別計画：災害発生時の避難行動要
支援者一人ひとりの支援者や具体的な
避難経路、避難先等を定める計画

目標 ３　安全で安心に暮らせるまちづくり 担当部署・指標管理責任者

政策 (8)地域防災の充実
総務部　防災統括室
課長　川中　孝茂

施策 (17)避難行動支援

5.7% 53 53

H29年度 3 R3年度

進
捗
状
況

　計画の作成は、避難行動要支援者本人の同意
が必要なうえ、個人情報の取扱いへの不安や既
に独自の名簿で運用しているという理由から、
平常時の名簿提供を希望する自治会数が伸びて
いないのが現状です。R4年度から、自治会や自
主防災会に対し個別に説明を行ったうえで計画
の作成を依頼し、併せて町内における先進的な
事例を広報紙で紹介することにより、町内の自
治会や自主防災会への普及啓発につなげ、個別
避難計画の作成件数の上昇を目指す。

○R4年5月末時点　5団体　124人分

(2017) 団体 (2021) 5 (2023) (2028)

Ｋ
Ｐ
Ｉ

K8-2　「個別計画」を作成した団体数(累計)

基準値 実績値
進捗率
(傾向)

目標値

3
年目

R5年度 R10年度

0 ⤴ 3

2,890
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R5年度 R10年度

96.9 ⤴ 98.5

目標 ３　安全で安心に暮らせるまちづくり 担当部署・指標管理責任者

政策 (8)地域防災の充実
総務部　防災統括室
課長　川中　孝茂

施策 (18)消防・救急体制

進
捗
状
況

　消防団員による呼びかけにより、R2年4月に
女性消防団に2名が入団し、女性消防団員が定
員数の10名を満たすことができた。今後も引き
続き消防団員の確保に向けて、自治会、商工
会、町内企業等に対し、協力を依頼していく。

○消防団員の団員数
　H31年4月 126人
　R2年4月　127人
　R3年4月　128人
　R4年4月　130人

(2017) ％ (2021) 5 (2023) (2028)

Ｋ
Ｐ
Ｉ

K8-3　王寺町消防団の定員(130人)に対する
充足率

基準値 実績値
進捗率
(傾向)

目標値

51.6% 100.0 100.0

H29年度 1.6 R3年度 3
年目

⤵ 50

目標 ３　安全で安心に暮らせるまちづくり 担当部署・指標管理責任者

政策 (8)地域防災の充実
総務部　防災統括室
課長　川中　孝茂

施策 (18)消防・救急体制

(2017) 人 (2021) 5 (2023) (2028)

Ｋ
Ｐ
Ｉ

K8-4　救命講習会の年間受講者数

基準値 実績値
進捗率
(傾向)

目標値

-49.6% 1,000 1,000

H29年度 -315 R3年度 3
年目

R5年度 R10年度

365

進
捗
状
況

　救命講習については、コロナ禍のため、奈良
県広域消防組合が応急手当普及啓発活動に係る
全ての講習等について中止や制限を行ったこと
から、開催回数が減り、参加人数が大幅に目標
値を下回る結果となった。
　今後、コロナ禍の状況を注視しながら、西和
消防署と協働して、講習受講の啓発を行ってい
く。

○R3年度　救命講習開催数　4回
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政策 (9)日常生活の安全確保
総務部　防災統括室
課長　川中　孝茂

施策 (19)防犯・交通安全

R3年度 3
年目

目標値

155 ⤴ 96

目標 ３　安全で安心に暮らせるまちづくり 担当部署・指標管理責任者

737.5% 147 114

実績値
進捗率
(傾向)

政策 (9)日常生活の安全確保
総務部　防災統括室
課長　川中　孝茂

施策 (19)防犯・交通安全

R5年 R10年

進
捗
状
況

　刑法犯年間認知件数について、減少の主な要
因は「傷害・暴行」の減少となっている。今後
さらに警察と連携を強化し、防犯に係る啓発活
動を実施していきます。また、防犯カメラの設
置により犯罪抑止にも努めていく。
○防犯カメラ設置箇所
　R3年度　元町地区　　（3箇所）
　　　　　各消防団屯所（5箇所）
○防犯カメラ設置補助
　R3年度　東御幸自治会（2箇所）
　　　　　南駅前自治会（1箇所）

※は数値が低い方が良くなる指標です。

(2017) 人 (2021) 5 (2023) (2028)

Ｋ
Ｐ
Ｉ

K9-1　刑法犯年間認知件数（延べ）※

基準値

H29年 -59

32.4

目標 ３　安全で安心に暮らせるまちづくり 担当部署・指標管理責任者

130.3% 35.0 30.0

実績値
進捗率
(傾向)

R5年 R10年

進
捗
状
況

　R3年度は前年度より事故の総件数(概数)は増
加しているものの、高齢者に係る事故件数が減
少しているため、目標値の35％を下回っている
が、更に、高齢者の交通事故件数を減少させる
ため、引き続き警察と連携し、交通安全団体に
よる反射材クッズ配布等といった啓発活動や、
主要幹線道路のカーブミラー清掃等を行ってい
く。

※は数値が低い方が良くなる指標です。

(2017) ％ (2021) 5 (2023) (2028)

Ｋ
Ｐ
Ｉ

K9-2　町内で発生した交通事故のうち
高齢者が関係した事故の割合※

基準値

H29年 -11.3 R3年度 3
年目

目標値

43.7 ⤴

155

142
144

115

96

147

90

100

110

120

130

140

150

160

H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5

人

年

K9-1 刑法犯年間認知件数（延べ）※

実績

目標

実績

目標

43.7 

35.0 34.5 

36.9 

32.4 

43.7

35.0 

30.0

35.0

40.0

45.0

50.0

H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5

％

年

K9-2 町内で発生した交通事故のうち

高齢者が関係した事故の割合※

実績

目標

実績

目標
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30 

 ４ 健やかに暮らせるまちづくり 

 

 

数値目標 

 ４(1) 健康寿命（65 歳の平均自立期間）の県内市町村における順位〔男性〕 

 ４(2) 健康寿命（65 歳の平均自立期間）の県内市町村における順位〔女性〕 

 

ＫＰＩ 

政策(10) 高齢者支援の充実 

 K10-1 65 歳以上の介護保険認定者における「日常生活自立度Ⅱ」以上の認知症の人の割合 

 K10-2 各種介護予防教室の年間受講者数（延べ） 

 K10-3 65 歳以上（介護保険第 1号被保険者）の要支援・要介護認定者の割合 

政策(11) 障害者支援の充実 

 K11-1 福祉施設における就労から一般就労の年間移行者数 

 K11-2 手話奉仕員登録者数 

政策(12) 健康づくりの推進 

 K12-1 1 日 30 分以上の運動・スポーツを週 2回以上 1 年以上継続して実施している人の割合（男性） 

 K12-2 1 日 30 分以上の運動・スポーツを週 2回以上 1 年以上継続して実施している人の割合（女性） 

 K12-3 がん検診の受診率（胃） 

 K12-4 がん検診の受診率（肺） 

 K12-5 がん検診の受診率（大腸） 

 K12-6 がん検診の受診率（子宮） 

 K12-7 がん検診の受診率（乳） 

政策(13) 地域で支え合うまちづくり 

 K13-1 サロンの箇所数 

 K13-2 手話奉仕員・介護ボランティア登録者数 

 K13-3 国民健康保険被保険者の年間１人当たり医療費 

 K13-4 国民健康保険被保険者の特定健康診査受診率  



数値目標

奈良県健康福祉部資料より

進
捗
状
況

　県内5位以内を維持してきたが12位に順位を下げた。コ
ロナ禍で、外に出る機会が減って運動量が落ち、生活が
不活発な状態が長期化したことも影響しているものと考
える。(R1年度：H30～R2年の3か年平均値で算出)
　R1年度に実施したマイアセスメント調査では以下の傾
向がみられた。
・運動不足を感じる人は女性より男性の方が少ない。
・1日の歩行時間が30分未満の人は男性より女性の方が多い。

・定期的な健康診断を受診している人は女性より男性の方が多い。

　以上のように、健康寿命延伸のための良い生活習慣(運
動・健診)を身に付けている人の割合は男性の方が多い傾
向にあるが、自宅や日常生活で簡単に取り組むことがで
きる運動を紹介するなど支援していく。

R10年度

(2016) 年 (2019) 5 (2023) (2028)

H28年度 0.21 R元年度 1
年目

R5年度

基本目標 ４　健やかに暮らせるまちづくり

健康寿命奈良県一を目標に、高齢者、障害者を含
む誰もが健やかに暮らせる町をつくる

担当部署・指標管理責任者

健康子育て支援部
部長　森田　眞弓

基本的方向

数
値
目
標

４(1)健康寿命（65歳の平均自立期間）の県内市町
村における順位〔男性〕

基準値 実績値
進捗率
(傾向)

目標値

18.99
(5位) ⤵ 18.67

(12位）
― 県内1位 県内1位

R10年度

(2016) 年 (2019) 5 (2023) (2028)

H28年度 0.22 R元年度 1
年目

R5年度

基本目標 ４　健やかに暮らせるまちづくり

健康寿命奈良県一を目標に、高齢者、障害者を含
む誰もが健やかに暮らせる町をつくる

担当部署・指標管理責任者

健康子育て支援部
部長　森田　眞弓

基本的方向

奈良県健康福祉部資料より

数
値
目
標

４(2)健康寿命（65歳の平均自立期間）の県内市町
村における順位〔女性〕

基準値 実績値
進捗率
(傾向)

目標値

20.29
(28位) ⤴ 20.45 ― 県内1位 県内1位

進
捗
状
況

　大きな改善は見られず、2年連続で23位となった。コロ
ナ禍で、外に出る機会が減って運動量が落ち、生活が不
活発な状態が長期化したことも大きな改善に繋がらなっ
た要因と考える。(R1年度：H30～R2年の3か年平均値で算
出)
　R1年度に実施したマイアセスメント調査では以下の傾
向がみられた。
・味付けが濃い人は男性より女性が少ない。
・意識して野菜を多く食べるようにしている人は男性より女性が多い。

・男性の喫煙者は減少傾向にあるが女性は減少していない。

　以上のように、食生活では健康寿命延伸のための良い
生活習慣を身に付けているが、喫煙では改善が必要なこ
とから、たばこの健康への影響等をまとめたサイトの紹
介や、自宅や日常生活で簡単に取り組むことができる運
動を紹介するなど支援していく。

18.99 

(5位)

19.14 

（3位）

19.20 

（5位）
18.67 

（12位）

20.68 
(黒滝村)

19.43 
（川西町）

19.36 
(御杖村)

18.36 18.42 18.49

18.79

19.01

17.00

18.00

19.00

20.00

21.00

22.00

H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5

年

年

４(1)健康寿命（65歳の平均自立期間）の県内市町村

における順位〔男性〕

県平均

実績

目標（県内1位）

県平均

24.38
(黒滝村)

県内１位

20.29 

(28位)

20.96 

（18位） 20.51 

（23位）
20.45 

（23位）

22.91 
（御杖村）

22.93 
(御杖村)

22.94 
（曾爾村）

21.04 20.89
21.05

21.30
21.52

19.00

20.00

21.00

22.00

23.00

24.00

25.00

H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5

年

年

４(2)健康寿命（65歳の平均自立期間）の県内市町村

における順位〔女性〕

実績

目標（県内1位）

県平均

県平均

県内１位

29.83
(野迫川村)
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政策 (10)高齢者支援の充実
住民福祉部　福祉介護課

課長　鬼頭　祐子
施策 (20)高齢者福祉

9.5

目標 ４　健やかに暮らせるまちづくり 担当部署・指標管理責任者

110.5% 10.5 12.0

実績値
進捗率
(傾向)

R5年度 R10年度

進
捗
状
況

〇65歳以上の介護保険認定者における「日常生活自
　立度Ⅱ」以上の認知症の人の割合は、前年度より
　0.1ポイント減少し、目標値をクリアした。
〇認知症予防や認知症の理解促進及び相談支援体制
　の充実のために、「認知症予防啓発講座」や「認
　知症サポーター養成講座」の開催、また「認知症
　なんでも相談窓口」の周知、誰でも参加し楽しめ
　る「通いの場」に専門職を配置する等、相談支援
　体制を継続していく。
〇万が一、認知症の人が行方不明になった場合、行
　方不明時の早期発見・対応するために、連絡先が
　表示される「ＱＲコードシールの配布」の利用促
　進を図る。

※は数値が低い方が良くなる指標です。

(2013) ％ (2021) 5 (2023) (2028)

Ｋ
Ｐ
Ｉ

K10-1　65歳以上の介護保険認定者における
「日常生活自立度Ⅱ」以上の認知症の人の割合
※

基準値

H29年度 0.1 R3年度 3
年目

目標値

9.4 ⤴

(2017) 人 (2021) 5 (2023) (2028)

Ｋ
Ｐ
Ｉ

K10-2　各種介護予防教室の年間受講者数（延
べ）

基準値 実績値
進捗率
(傾向)

目標値

3

介護予防のため実施している各種教室等
(認知症・介護予防出前講座、特別養護
老人ホームの地域交流スペースを利用し
た体操教室等)の年間延べ参加者数

目標 ４　健やかに暮らせるまちづくり 担当部署・指標管理責任者

政策 (10)高齢者支援の充実
住民福祉部　福祉介護課

課長　鬼頭　祐子
施策 (21)介護保険

-77.6% 4,000 7,000

H29年度 -1,342 R3年度
年目

R5年度 R10年度

2,270 ⤵ 928

進
捗
状
況

○コロナ禍のため、介護予防教室における参加
　人数の制限を行ったことや出前講座の依頼件
　数が減少したことが目標値を下回る要因と
　なった。
○また、介護予防教室の新拠点としてR2年4月
　に開設した介護付き有料老人ホーム（だるま
　苑）での開催を検討していたが、R3年度も入
　所者のコロナ感染防止を優先したことから開
　催を見送った。
○コロナの感染状況をみながら、介護予防教室
　の参加人数制限の解除や新拠点での教室の開
　催が実施できるよう準備を整えておく。
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H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5

％

年度

K10-1 65歳以上の介護保険認定者における「日

常生活自立度Ⅱ」以上の認知症の人の割合※

実績

目標

1,368

2,714

817 928

2,270
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2,000
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8,000
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人

年度

K10-2 各種介護予防教室の年間受講者数（延べ）

実績

目標

実績

目標
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※は数値が低い方が良くなる指標です。

(2013) ％ (2021) 5 (2023) (2028)

Ｋ
Ｐ
Ｉ

K10-3　65歳以上（介護保険第1号被保険者）の
要支援・要介護認定者の割合※

基準値

H29年度 0.7 R3年度 3
年目

R5年度 R10年度

進
捗
状
況

○要支援・要介護認定者の割合は、前年度より
　0.6ポイント増加したが目標値はクリアして
　いる。

○R3年度から通いの場等を活用した介護保険事
　業計画の評価事業に実施しており、介護予防
　教室等の客観的評価(効果測定)を踏まえた上
　で、より効果的な取組を第９期介護保険事業
　計画に反映する予定。

政策 (10)高齢者支援の充実
住民福祉部　福祉介護課

課長　鬼頭　祐子
施策 (21)介護保険

目標値

18.0 ⤴ 18.7

目標 ４　健やかに暮らせるまちづくり 担当部署・指標管理責任者

109.1% 20.4 21.6

実績値
進捗率
(傾向)

進
捗
状
況

○R3年度は、福祉施設からの一般就労移行者数
　は4人と、R5年度における目標は達成してお
　り、R1年度と比べても2倍にあたり、移行者
　数は年々確実に伸びつつある。
○R4年度以降も、窓口や電話等で障害者本人の
　意向や適正を汲み取り、それぞれに応じた障
　害者支援事業所へと接続することで、一般就
　労への移行、就労定着のための支援を行って
　いく。
○また、より適切な障害者支援事業所に繋いで
　いけるよう、事業所やハローワークとも連絡
　をとりあい連携を深めていく。

(2017) 人 (2021) 5 (2023) (2028)

Ｋ
Ｐ
Ｉ

K11-1 福祉施設における就労から一般就労への
年間移行者数

基準値 実績値
進捗率
(傾向)

目標値

100.0% 4 5

H29年度 2 R3年度 3
年目

R5年度 R10年度

2 ⤴ 4

目標 ４　健やかに暮らせるまちづくり 担当部署・指標管理責任者

政策 (11)障害者支援の充実
住民福祉部　福祉介護課

課長　鬼頭　祐子
施策 (22)障害者福祉
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％

年度

K10-3 65歳以上（介護保険第1号被保険者）の

要支援・要介護認定者の割合※

実績

目標
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K11-1 福祉施設における就労から一般就労への

年間移行者数

実績

目標

実績

目標
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進
捗
状
況

○手話奉仕員養成講座の実施
・R3年度に入門編(土曜日)、基礎編の2講座を開講
　し、現役世代も含めた登録者の増加を行った。
　R4年度も入門編、基礎編(土曜日)の2講座を開講
　し、登録者の増加を図っていく。

〇手話奉仕員養成講座受講者数
　・H29年度(入門編)18名　H30年度(基礎編)15名
　・R1年度(入門編)8名　R2年度(入門編)休講
　・R3年度(入門編)11名・(基礎編)5名
※入門編修了者が基礎編を受講できる。

(2017) 人 (2021) 5 (2023) (2028)

Ｋ
Ｐ
Ｉ

K11-2 手話奉仕員登録者数

基準値 実績値
進捗率
(傾向)

目標値

33.9% 80 120

H29年度 21 R3年度 3
年目

R5年度 R10年度

18 ⤴ 39

目標 ４　健やかに暮らせるまちづくり 担当部署・指標管理責任者

政策 (11)障害者支援の充実
住民福祉部　福祉介護課

課長　鬼頭　祐子
施策 (22)障害者福祉

進
捗
状
況

　運動習慣のある男性の割合は増加傾向にあ
る。中でも20～24歳・30～34歳・55～59歳が高
く、経済的又は時間的に余裕のある世代が高
い。活動量計の販売やウォーキングロードの整
備など歩く健康づくり施策も功を奏したと考え
られる。
　歩く健康づくりを推進するため、若い世代や
働き盛りの世代が気軽に運動したくなるような
ウォーキングアプリの導入を昨年度に引き続き
検討している。また、総務課(ICT推進係)と連
携し、マイナンバーカードを利用した事業展開
も併せて検討する。王寺町マイアセスメント調査結果より

(2015) ％ (2020) 5 (2023) (2028)

Ｋ
Ｐ
Ｉ

K12-1 1日30分以上の運動・スポーツを週2回以
上1年以上継続して実施している人の割合（男
性）

基準値 実績値
進捗率
(傾向)

目標値

14.1% 29.4 40.0

H27年度 2.4 R2年度 2
年目

R5年度 R10年度

12.4 ⤴ 14.8

目標 ４　健やかに暮らせるまちづくり 担当部署・指標管理責任者

政策 (12)健康づくりの推進
健康子育て支援部　保健センター課

課長　増田　淳子
施策 (23)健康づくり
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0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5

％

年度

K12-1 1日30分以上の運動・スポーツを週2回以上1
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KPI

進
捗
状
況

　運動習慣のある女性の割合は、男性より低
く、減少傾向にある。女性の社会進出に伴い、
育児と仕事の両立で、時間的に余裕がないこと
が考えられる。
　歩く健康づくりを推進するため、若い世代や
子育て世代が気軽に運動したくなるような
ウォーキングアプリの導入を昨年度に引き続き
検討している。また、総務課(ICT推進係)と連
携し、マイナンバーカードを利用した事業展開
も併せて検討する。

王寺町マイアセスメント調査結果より

(2017) ％ (2020) 5 (2023) (2028)

Ｋ
Ｐ
Ｉ

K12-2 1日30分以上の運動・スポーツを週2回以
上1年以上継続して実施している人の割合（女
性）

基準値 実績値
進捗率
(傾向)

目標値

-19.5% 29.7 40.0

H29年度 -3.2 R2年度 2
年目

R5年度 R10年度

13.3 ⤵ 10.1

目標 ４　健やかに暮らせるまちづくり 担当部署・指標管理責任者

政策 (12)健康づくりの推進
健康子育て支援部　保健センター課

課長　増田　淳子
施策 (23)健康づくり

進
捗
状
況

　受診者数は減少傾向（H29 741人→R2 589人）に
ある。その理由として、胃がん検診はバリウム又は
胃カメラを選択できるが、どちらにしても身体的負
担が大きいことやコロナ禍での受診控えが考えられ
る。
　今後も、コールリコール事業等で受診勧奨を継続
する。
　
※H30年度から国の対象者数（母数）の考え方が変更され
たため、H29年度(受診率)とH30年度以降(受診率)の単純
比較はできない状況にある。

(2017) ％ (2020) 5 (2023) (2028)

Ｋ
Ｐ
Ｉ

K12-3 がん検診の受診率（胃）

基準値 実績値
進捗率
(傾向)

目標値

-28.6% 32.0 50.0

H29年度 -6.2 R2年度 2
年目

R5年度 R10年度

10.3 ⤵ 4.1

目標 ４　健やかに暮らせるまちづくり 担当部署・指標管理責任者

政策 (12)健康づくりの推進
健康子育て支援部　保健センター課

課長　増田　淳子
施策 (23)健康づくり
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KPI

進
捗
状
況

　受診者数は横ばい傾向（H29 838人→R2 892人）
にあり、その理由として、H30年度から肺がん検診
のコールリコール事業を実施していることが一因と
考える。※王寺町の死因第1位は悪性新生物で、中
でも「気管、気管支及び肺」が最も多いため対象と
している。（出典：第4次王寺町健康増進計画及び
食育推進計画）
　今後も生活習慣病予防に関する普及啓発や受診勧
奨を継続する。

※H30年度から国の対象者数（母数）の考え方が変更され
たため、H29年度(受診率)とH30年度以降(受診率)の単純
比較はできない状況にある。

(2017) ％ (2020) 5 (2023) (2028)

Ｋ
Ｐ
Ｉ

K12-4 がん検診の受診率（肺）

基準値 実績値
進捗率
(傾向)

目標値

-25.8% 32.5 50.0

H29年度 -5.4 R2年度 2
年目

R5年度 R10年度

11.6 ⤵ 6.2

目標 ４　健やかに暮らせるまちづくり 担当部署・指標管理責任者

政策 (12)健康づくりの推進
健康子育て支援部　保健センター課

課長　増田　淳子
施策 (23)健康づくり

進
捗
状
況

　受診者数は減少傾向（H29 1,287人→R2 867
人）となっている。その理由として、H29年度
は大腸がん検診のコールリコール事業を実施し
たが、H30年度からは肺がん検診に変更したこ
とやコロナ禍での受診控えが考えられる。
　今後も生活習慣病予防に関する普及啓発や受
診勧奨を継続する。
　
※H30年度から国の対象者数（母数）の考え方が変更され
たため、H29年度(受診率)とH30年度以降(受診率)の単純
比較はできない状況にある。

(2017) ％ (2020) 5 (2023) (2028)

Ｋ
Ｐ
Ｉ

K12-5 がん検診の受診率（大腸）

基準値 実績値
進捗率
(傾向)

目標値

-67.0% 35.4 50.0

H29年度 -11.8 R2年度 2
年目

R5年度 R10年度

17.8 ⤵ 6.0

目標 ４　健やかに暮らせるまちづくり 担当部署・指標管理責任者

政策 (12)健康づくりの推進
健康子育て支援部　保健センター課

課長　増田　淳子
施策 (23)健康づくり
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KPI

進
捗
状
況

　受診者数は減少傾向（H29 948人→R2 905
人）となっている。その理由として、コロナ禍
での受診控えが考えられる。今後も受診勧奨を
継続する。

※H30年度から国の対象者数（母数）の考え方が変更され
たため、H29年度(受診率)とH30年度以降(受診率)の単純
比較はできない状況にある。

(2017) ％ (2020) 5 (2023) (2028)

Ｋ
Ｐ
Ｉ

K12-6 がん検診の受診率（子宮）

基準値 実績値
進捗率
(傾向)

目標値

-44.0% 34.8 50.0

H29年度 -8.0 R2年度 2
年目

R5年度 R10年度

16.6 ⤵ 8.6

目標 ４　健やかに暮らせるまちづくり 担当部署・指標管理責任者

政策 (12)健康づくりの推進
健康子育て支援部　保健センター課

課長　増田　淳子
施策 (23)健康づくり

進
捗
状
況

　受診者数は減少傾向（H29 574人→R2 468
人）となっている。その理由として、コロナ禍
での受診控えが考えられる。今後も受診勧奨を
継続する。

※H30年度から国の対象者数（母数）の考え方が変更され
たため、H29年度(受診率)とH30年度以降(受診率)の単純

比較はできない状況にある。

(2017) ％ (2020) 5 (2023) (2028)

Ｋ
Ｐ
Ｉ

K12-7 がん検診の受診率（乳）

基準値 実績値
進捗率
(傾向)

目標値

-68.7% 37.8 50.0

H29年度 -10.1 R2年度 2
年目

R5年度 R10年度

23.1 ⤵ 13.0

目標 ４　健やかに暮らせるまちづくり 担当部署・指標管理責任者

政策 (12)健康づくりの推進
健康子育て支援部　保健センター課

課長　増田　淳子
施策 (23)健康づくり
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KPI

進
捗
状
況

　R2・3年度においてコロナ禍の影響で、サロン活動を自
粛する団体が多くまた新規での立上げはなかった。自粛
している団体に収束後に継続していただくために、代表
者との連絡会での情報共有、活動実施に関する感染症対
策の説明を実施した。
　今後、新型コロナウイルス感染症が収束した際に、サ
ロン活動が開催できるよう、目的や補助制度を各種団体
へ周知を行っていく。また、自治会単位のみではなく地
区単位での開催の促進、担い手の育成支援を実施し目標
が達成できるよう取り組む。

○参考：サロン活動参加者数(延べ)
　H29年度 5,818人　 H30年度 5,550人
　R1年度  5,425人   R2年度　　976人※　R3年度　454人※
※新型コロナウイルス感染拡大に伴い、
　R2年度8箇所(半年間)、R3年度5個所の開催

(2017) 箇所 (2021) 5 (2023) (2028)

Ｋ
Ｐ
Ｉ

K13-1 サロンの箇所数

基準値 実績値
進捗率
(傾向)

目標値

17.6% 30 50

H29年度 3 R3年度 3
年目

R5年度 R10年度

13 ⤴ 16

目標 ４　健やかに暮らせるまちづくり 担当部署・指標管理責任者

政策 (13)地域で支え合うまちづくり
社会福祉協議会

部長　柏本　由樹
施策 (24)地域福祉

進
捗
状
況

〇手話奉仕員養成講座の実施
　・R3年度に入門編(土曜日)、基礎編の2講座を開講し、
　　現役世代も含めた登録者の増加を行った。
　　R4年度も同様に開講し登録者の増加を図る。
　・実績　H29年度(入門編)18名　H30年度(基礎編)15名
　　　　　R元年度(入門編)8名　 R2年度(入門編)休講
　        R3年度(入門編)11名・(基礎編)5名
　※入門編修了者が基礎編を受講できる）

〇介護（生活支援ボランティア）養成講座の実施
　・R2,3年度はコロナ禍により休講。
　・R4年度に養成講座を実施する。また卒業生に対して
　　フォローアップ講座を実施し登録者の拡大を行う。
　・実績　R1年度　13名

(2017) 人 (2021) 5 (2023) (2028)

Ｋ
Ｐ
Ｉ

K13-2 手話奉仕員・介護ボランティア登録者数

基準値 実績値
進捗率
(傾向)

目標値

16.0% 230 420

H29年度 34 R3年度 3
年目

R5年度 R10年度

18 ⤴ 52

目標 ４　健やかに暮らせるまちづくり 担当部署・指標管理責任者

政策 (13)地域で支え合うまちづくり
社会福祉協議会

部長　柏本　由樹
施策 (24)地域福祉
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KPI

※は数値が低い方が良くなる指標です。

(2017) 円 (2021) 5 (2023) (2028)

Ｋ
Ｐ
Ｉ

K13-3　国民健康保険被保険者の
年間１人当たり医療費※

基準値

H29年度 6,586 R3年度 3
年目

R5年度 R10年度

進
捗
状
況

　H30年度に策定した第2期データヘルス計画に基づ
く保健事業や人間ドック費用助成を実施し、生活習
慣病の予防や重症化を予防することで被保険者の健
康寿命の延伸、健康維持増進を図っている。
　また、国保事務支援センターが実施する重複・多
剤投薬対策やジェネリック医薬品使用促進等の共同
事業に積極的に参加し、医療費抑制・適正化に取り
組んでいる。
　R3年度の1人当たり医療費の上昇は、主にコロナ
禍による受診控えによる前年度からの反動によるも
のと考えられる。医療費の抑制、適正化のため、引
き続き事業を実施していく。

政策 (13)地域で支え合うまちづくり
住民福祉部　国保健康推進課

課長　成田　光大
施策 (25)国民健康保険

目標値

405,827 ⤵ 412,413

目標 ４　健やかに暮らせるまちづくり 担当部署・指標管理責任者

－ 465,047 519,215

実績値
進捗率
(傾向)

進
捗
状
況

　特定健康診査受診率向上のため、未受診者に
対し電話や文書による受診勧奨を行っている。
　また、H30年度からは特定健診受診者や職域
等の健診結果提出者に雪丸グッズ等をプレゼン
トしており、着実に受診率を伸ばすことができ
ている。
　R3年度の大幅な受診率上昇については、主に
コロナ禍による受診控えによる前年度からの反
動によるものと考えられる。
　目標値にできるだけ近づけるよう、引き続き
未受診者への対策を実施していく。

(2017) ％ (2021) 5 (2023) (2028)

Ｋ
Ｐ
Ｉ

K13-4 国民健康保険被保険者の
特定健康診査受診率

基準値 実績値
進捗率
(傾向)

目標値

27.6% 60.0 70.0

H29年度 5.5 R3年度 3
年目

R5年度 R10年度

40.1 ⤴ 45.6

目標 ４　健やかに暮らせるまちづくり 担当部署・指標管理責任者

政策 (13)地域で支え合うまちづくり
住民福祉部　国保健康推進課

課長　成田　光大
施策 (25)国民健康保険
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５ 人を育みみんなが学べるまちづくり 

 

 

数値目標 

 ５(1)合計特殊出生率 

 

ＫＰＩ 

政策(14) 子ども・子育て支援の充実 

 K14-1 保育園入所待機児童数 

 K14-2 保育サービスに関する満足度 

 K14-3 すくすく広場の年間利用者数(延べ) 

 K14-4 子育てをする上で気軽に相談できる人や場

所の有無について「いない」｢ない｣と答えた

保護者の割合(就学前児童を持つ親) 

 K14-5 子育てをする上で気軽に相談できる人や場

所の有無について「いない」｢ない｣と答えた

保護者の割合(小学生児童を持つ親) 

 K14-6 王寺町で子育てをしたいと思う親の割合

(４か月児の親) 

 K14-7 王寺町で子育てをしたいと思う親の割合

(３歳６か月児の親) 

 K14-8 夜１０時までに寝る生活リズムを持つ 

     １歳６か月児の割合 

政策(15) 学校教育の充実 

 K15-1 「子どもをこの幼稚園に通わせてよかった」

と思う保護者の割合 

 K15-2 「子どもは幼稚園で自分らしさを出し、思って

いることが言える」と思う保護者の割合 

 K15-3 全国学力・学習状況調査(中３) 

     平均正答率【国語】 

 K15-4 全国学力・学習状況調査(中３) 

     平均正答率【数学】 

 K15-5 全国学力・学習状況調査(中３) 

     平均正答率【英語】 

 K15-6 「規範意識」を問う設問で、「当てはまる」「ど

ちらかというと当てはまる」と回答した生徒

の割合 

 K15-7 「全国体力・運動能力、運動習慣等調査  

（中２）」における平均点【男子】 

 K15-8 「全国体力・運動能力、運動習慣等調査 

（中２）」における平均点【女子】 

政策(16) 生涯学習の充実 

 K16-1 生涯学習施設の利用者数 

 K16-2 図書館利用者１人当たりの貸出冊数 

 K16-3 青少年リーダー(中高生)の登録者数 

 K16-4 地域の行事に参加している小学生の割合 

 K16-5 地域の行事に参加している中学生の割合 

政策(17) 歴史文化・スポーツ活動の振興 

 K17-1 国・県・町指定文化財及び国登録文化財の

件数 

 K17-2 観光協会やボランティアガイドによる 

文化財の年間観光案内人数 

 K17-3 町主催の文化事業の来場者数 

 K17-4 ムジークフェストなら in 王寺への 

来場者数 

 K17-5 「総合型地域倶楽部王寺やわらぎトラスト」

の年間参加者数 

 K17-6 町内体育施設の年間利用者数 



数値目標

進
捗
状
況

　減少傾向にあったが1.56(町試算)に回復する見込みで
ある。全国的にも出生率は減少傾向が続いており、新型
コロナウイルスの感染長期化の影響、未婚化や晩婚の影
響と考える。
　子どもを産むことは個人の選択ではあるが、王寺町で
子どもを産み育てたいと当町を選んでもらえる魅力的な
まちづくりを推進していくことが重要である。
　このことから、産後ケア事業では、安心して子どもを
産み育てることのできる環境づくりとして、R4年度から
助産師が自宅に訪問する「アウトリーチ型」のサービス
を開始した。また、義務教育学校の開校や、町立幼稚園
での給食も開始した。
　今後も、全庁的な取り組みを推進し、若い世代が増え
ることで、出生率も向上すると認識している。

R12年度

(2018) ポイント (2021) 4 (2025) (2030)

H30年度 0.15 R3年度 2
年目

R7年度

基本目標 ５　人を育みみんなが学べるまちづくり

すべての住民が生涯学び続けることができ、
地域の歴史文化に親しめる町をつくる

担当部署・指標管理責任者

健康子育て支援部
部長　森田　眞弓

基本的方向

数
値
目
標

５(1)合計特殊出生率

基準値 実績値
進捗率
(傾向)

目標値

1.71 ⤵ 1.56 -166.7% 1.80 2.10

1.71 

1.52 
1.47 

1.56 

1.71 
1.80 

1.42

1.36
1.341.37

1.31 1.26

1.0
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1.4

1.6

1.8

2.0

H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7

年

５(1)合計特殊出生率

県平均

全国平

均

実績

目標

全国平均

県平均
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目標 ５　人を育みみんなが学べるまちづくり 担当部署・指標管理責任者

－ 0 0

実績値
進捗率
(傾向)

政策 (14)子ども・子育て支援の充実
健康子育て支援部　子育て支援課

課長　芳川　典生
施策 (26)保育環境

保育所等利用待機児童数調査4月1日
時点の待機児童数(王寺町子育て支援
課調べ)

R5年度 R10年度

進
捗
状
況

　R4年度は、待機児童数は0となった。引き続き、
待機児童数を解消することを目指し、町内の私立保
育所等と園児の受入等について連携する。
　また、女性の就業率の上昇に対応するため、待機
児童が発生しないための体制として、民間による認
定こども園などの整備を検討する。
※R4年度から国の待機児童の考え方が変更され、年度初め(4月1
日時点)に入所できない場合であっても、年度内に入所できれば

待機児童数に含めないとされた。

(参考)年度初めの待機児童の状況
　・R2：6人→6月までに入所　・R3：12人→7月までに入所
　・R4：7人→6月までに入所

※は数値が低い方が良くなる指標です。

(2017) 人 (2022) 5 (2023) (2028)

Ｋ
Ｐ
Ｉ

K14-1 保育園入所待機児童数※

基準値

H29年度 0 R4年度 4
年目

目標値

0 → 0

30.1 ⤴ 46.3

就学前児童を持つ保護者へのアン
ケート調査(王寺町)

進
捗
状
況

　H30年度時点の満足度は46.3％で、目標値を上回
ることができた。
　保護者の経済的支援として、在園第2子目の保育
料減免を継続して実施していることから保護者の満
足度に繋がっていると認識している。
　西和地域の5町が共同で西和地域病児保育室(いち
ごルーム)をR2年1月から開所し、子育てと仕事を両
立させることができる環境整備を行った。
　R3年4月には民間による小規模保育園を整備し、
待機児童が発生しないよう体制を整えた。
　今後も満足度が高まるよう、保育士不足による待
機児童が発生しないような取組や、子どもが安心し
て過ごせる学童保育の充実も含めて、町内の私立保
育所等とも連携しながら取り組む。

(2013) ％ (2018) 5 (2023) (2028)

Ｋ
Ｐ
Ｉ

K14-2 保育サービスに関する満足度

基準値 実績値
進捗率
(傾向)

目標値

目標 ５　人を育みみんなが学べるまちづくり 担当部署・指標管理責任者

政策 (14)子ども・子育て支援の充実
健康子育て支援部　子育て支援課

課長　芳川　典生
施策 (26)保育環境

125.6% 43 50

H25年度 16.2 H30年度 0
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R5年度 R10年度
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(2017) 人

進捗率
(傾向)

18,936 ⤵ 6,885

政策 (14)子ども・子育て支援の充実

-770.5%

健康子育て支援部　保健センター課
課長　増田　淳子

施策 (27)子育て支援

1.4 80.8%

(2013)

0

5

R10年度

3
年目

5

目標 ５　人を育みみんなが学べるまちづくり 担当部署・指標管理責任者

目標値

R5年度

(2023)

R10年度

(2028)

20,500 22,000

基準値 実績値

王寺町保健センター調べ

進
捗
状
況

Ｋ
Ｐ
Ｉ

　コロナ禍により、中止又は定員(予約制)を設けて
実施したため、利用者が減少した。
・R1年度：R2.2.27から中止
・R2年度：R2.6.13まで中止
・R3年度：R4.1.20から中止
　※R2年6月からは密を避けるため予約制で実施

　利用者は楽しんで参加されており、今まで通り子
育て相談等を実施しているが、気軽に利用していた
だけないことから、気になる親子には保健師等から
積極的に電話や訪問をして対応している。
　今後も、感染拡大による中止や定員数等を検討す
る。

K14-3 すくすく広場の年間利用者数(延べ)

-12,051H29年度 R3年度

(2021)

就学前児童を持つ保護者へのアン
ケート調査(王寺町)

目標 ５　人を育みみんなが学べるまちづくり 担当部署・指標管理責任者

健康・子育て支援部　子育て支援課
課長　芳川　典生

施策 (27)子育て支援

政策 (14)子ども・子育て支援の充実

進
捗
状
況

　H30年度時点の割合は1.4％であり、目標値に近づ
けることができた。
　保健センターで実施している子育て広場(すくす
く広場等)では、同時に子育て相談等も実施してい
る。
　また、すくすく子育て支援センターでは、妊娠期
から子育て期の様々な悩みについて相談できる窓口
を設け、保護者の悩みに対応し、安心して妊娠・出
産・子育てができるよう支援している。
　子育てで悩みを持つ親が、身近な場所で気軽に相
談できる場所(窓口)について町広報紙等を通じて情
報提供を行う。

※は数値が低い方が良くなる指標です。

0

H25年度 -5.9 H30年度

Ｋ
Ｐ
Ｉ

K14-4 子育てをする上で気軽に相談できる人や
場所の有無について「いない」｢ない｣と答えた
保護者の割合(就学前児童を持つ親)※

基準値 実績値
進捗率
(傾向)

目標値

7.3
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⤴
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保護者の割合(就学前児童を持つ親)※

実績

目標
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R10年度

(2013) ％ (2018) 5 (2023) (2028)

H25年度

Ｋ
Ｐ
Ｉ

K14-5 子育てをする上で気軽に相談できる人や
場所の有無について「いない」｢ない｣と答えた
保護者の割合(小学生児童を持つ親)※

基準値 実績値
進捗率
(傾向)

目標値

4.2 59.5% 0 0

-2.5 H30年度 0
年目

健診時の問診回答(王寺町保健セン
ター調べ)

進
捗
状
況

　王寺町で子育てをしたいと思う親の割合は高く、
横ばい、または増加傾向にある。
　保健センターで実施している事業（任意接種費用
助成[おたふくかぜ・子どもインフルエンザ]、不育
治療費助成等）だけでなく、在園第2子目の保育料
減免や町立幼稚園の預かり保育の実施等、子育て施
策を推進してきた結果と考える。
　今後も現状値が維持できるよう、親の困り事や
ニーズの把握に努め、必要な子育て支援策を提案し
ていきたい。

(2017) ％ (2021) 5 (2023) (2028)

Ｋ
Ｐ
Ｉ

K14-6 王寺町で子育てをしたいと思う
親の割合(４か月児の親)

基準値 実績値
進捗率
(傾向)

目標値

目標 ５　人を育みみんなが学べるまちづくり 担当部署・指標管理責任者

施策 (27)子育て支援

健康子育て支援部　子育て支援課
課長　芳川　典生

政策 (14)子ども・子育て支援の充実

⤴ 1.7

小学生児童を持つ保護者へのアン
ケート調査(王寺町)

進
捗
状
況

　H30年度時点での割合は1.7％であり、目標値に近づけ
ることができた。
　すくすく子育て支援センター等、気軽に相談できる窓
口を設けて不安や悩みを抱える保護者に対応している。
　子どもの学校生活における悩みや、子どもの教育に関
する保護者の不安等に対しては、きめ細かな支援が必要
であるため、学校において、教育相談、心の教室、ふれ
あいフレンド等の相談支援体制を整えている。
　引き続き、多様な問題を抱える子どもと保護者を支援
するため、身近な場所で気軽に相談できる場所(窓口)に
ついて町広報紙等を通じて情報提供を行う。

※は数値が低い方が良くなる指標です。

R5年度

目標 ５　人を育みみんなが学べるまちづくり 担当部署・指標管理責任者

政策 (14)子ども・子育て支援の充実
健康子育て支援部　保健センター課

課長　増田　淳子
施策 (28)母子保健
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K14-5 子育てをする上で気軽に相談できる人や

場所の有無について「いない」｢ない｣と答えた

保護者の割合(小学生児童を持つ親)※
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政策 (14)子ども・子育て支援の充実
健康子育て支援部　保健センター課

課長　増田　淳子
施策 (28)母子保健

-107.7% 100 100

H29年度 -1.4 R3年度 3
年目

R5年度 R10年度

98.7 ⤵ 97.3

(2017) ％ (2021) 5 (2023) (2028)

Ｋ
Ｐ
Ｉ

K14-7 王寺町で子育てをしたいと思う
親の割合(３歳６か月児の親)

基準値 実績値
進捗率
(傾向)

目標値

健診時の問診回答(王寺町保健セン
ター調べ)

進
捗
状
況

　夜10時までに寝る生活リズムを持つ子どもの割合
は、一時期は大きく減少したものの増加傾向にあ
る。その背景には、働く母親の増加により時間に余
裕がなく、親自身も就寝時間が遅いことが考えられ
るが、機会があるごとに生活リズムを整えることの
大切さを保護者に啓発し、その結果として増加傾向
に転じたと考えられる。
　今後も、子どもの成長には規則正しい生活リズム
が大切であることに加え、幼児期の生活リズムは親
が形成していくものであることを含めて啓発を続け
ていきたい。

(2017) ％ (2021) 5 (2023) (2028)

Ｋ
Ｐ
Ｉ

K14-8 夜１０時までに寝る生活リズムを持つ
１歳６か月児の割合

基準値 実績値
進捗率
(傾向)

目標値

目標 ５　人を育みみんなが学べるまちづくり 担当部署・指標管理責任者

健診時の問診回答(王寺町保健セン
ター調べ)

進
捗
状
況

　王寺町で子育てをしたいと思う親の割合は非常に
高く、H29年度よりわずかに減少したもののかなり
高い水準となっている。
　保健センターで実施している事業だけでなく、町
全体で実施している子育て施策を推進してきた結果
と考える。
　子どもが成長するに伴い子育ての悩み等も多様化
していくため、親の困り事やニーズの把握に努め、
必要な子育て支援策を提案していきたい。

目標 ５　人を育みみんなが学べるまちづくり 担当部署・指標管理責任者

政策 (14)子ども・子育て支援の充実
健康子育て支援部　保健センター課

課長　増田　淳子
施策 (28)母子保健
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政策 (15)学校教育の充実
健康子育て支援部　子育て支援課

課長　芳川　典生
施策 (29)就学前教育

36.2% 100 100

H29年度 5.1 R3年度 3
年目

R5年度 R10年度

85.9 ⤴ 91.0

(2017) ％ (2021) 5 (2023) (2028)

Ｋ
Ｐ
Ｉ

K15-1 「子どもをこの幼稚園に通わせて
よかった」と思う保護者の割合

基準値 実績値
進捗率
(傾向)

目標値

町立幼稚園保護者アンケート(子育て
支援課)

進
捗
状
況

　R3年度は93.1％で昨年度と比較し、3.1ポイント
伸ばすことができた。
　各幼稚園では、個人懇談等の機会を通じて子ども
たちの家庭や幼稚園での活動状況を保護者と確認・
共有してきたことが評価に繋がったと考える。
　引き続き保護者との信頼関係を築き、R3年度に作
成した町立幼稚園の新たな教育目標「学びの芽ば
え」に示した『心身ともに健やかで豊かな感性をも
ち主体的に活動できる子ども』を育成していく。

(2017) ％ (2021) 5 (2023) (2028)

Ｋ
Ｐ
Ｉ

K15-2 「子どもは幼稚園で自分らしさを出し、
思っていることが言える」と思う保護者の割合

基準値 実績値
進捗率
(傾向)

目標値

目標 ５　人を育みみんなが学べるまちづくり 担当部署・指標管理責任者

町立幼稚園保護者アンケート(子育て
支援課)

進
捗
状
況

　昨年度に引き続きポイントが上昇し、91.0％まで
伸ばすことができた。
　各幼稚園において特色のある魅力的な取組を実施
していることが保護者の評価に繋がっていると考え
る。
　R4年度からは給食が開始となり、園児が自ら進ん
で食べようとする気持ちが育つよう食育の推進に取
り組んでいる。
　また、幼稚園の再編後は幼稚園と義務教育学校と
の円滑な接続を図ること、預かり保育の実施日数を
増やすこと等、今後も保護者の期待に応えることが
できるよう取り組んでいく。

目標 ５　人を育みみんなが学べるまちづくり 担当部署・指標管理責任者

政策 (15)学校教育の充実
健康子育て支援部　子育て支援課

課長　芳川　典生
施策 (29)就学前教育
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K15-2 「子どもは幼稚園で自分らしさを出し、

思っていることが言える」と思う保護者の割合

実績

目標

実績

目標

実績

目標

実績

目標
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KPI

進捗率
(傾向)

目標値

69.0 ⤴ 69

全国学力・学習状況調査(国立教
育政策研究所)

進
捗
状
況

　雪丸図書システムの導入や蔵書を計画的に購入す
るなど司書教諭を中心に学校図書館の充実を図っ
た。また、朝の読書活動の継続的な実施等により生
徒の読解力向上に努めた。
　本町のR4年度の平均正答率は全国平均と同点で、
目標値である全国1位の秋田県・石川県の数値に比
べ4ポイント差である。

※R1年度から、国語に関する調査が、知識・活用を一体的に
問う調査に変更されたため、R1年度からの実績を掲載。
※R2年度については、コロナ禍により全国学力・学習状況調
査が実施されなかった。

全国平均 ％ (2022) 5 秋田県他

0.0% 73

R4年度 0.0 R4年度

目標 ５　人を育みみんなが学べるまちづくり 担当部署・指標管理責任者

政策 (15)学校教育の充実
教育総務部　学校教育課

課長　小野　貴史
施策 (30)学校教育

24.2% 58

R4年度 1.6 R4年度

目標 ５　人を育みみんなが学べるまちづくり 担当部署・指標管理責任者

政策 (15)学校教育の充実
教育総務部　学校教育課

課長　小野　貴史
施策 (30)学校教育

4
年目

R4年度

Ｋ
Ｐ
Ｉ

K15-3 全国学力・学習状況調査(中３)
平均正答率【国語】

基準値 実績値

全国平均 ％ (2022) 5 石川県

Ｋ
Ｐ
Ｉ

K15-4 全国学力・学習状況調査(中３)
平均正答率【数学】

基準値 実績値
進捗率
(傾向)

目標値

4
年目

R4年度

51.4 ⤴ 53

進
捗
状
況

　少人数学級編成による授業や放課後の王寺町寺子
屋塾(雪丸サポートスクール)等きめ細やかな学習指
導の実施により、生徒の単元に対する理解の向上に
努め、本町のR4年度の平均正答率は全国平均より高
く、目標値である全国1位の石川県に比べ5ポイント
差である。

※R1年度から、数学に関する調査が、知識・活用を一体的に
問う調査に変更されたため、R1年度からの実績を掲載。
※R2年度については、コロナ禍により、全国学力・学習状況
調査が実施されなかった。

全国学力・学習状況調査(国立教
育政策研究所)
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％
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K15-3 全国学力・学習状況調査(中３)

平均正答率【国語】

王寺町
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全国平均
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51.4
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％
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K15-4 全国学力・学習状況調査(中３)

平均正答率【数学】

全国平均

王寺町

実績

目標

全国平均

福井県

石川県

秋田県、石川県

石川県
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KPI

目標 ５　人を育みみんなが学べるまちづくり 担当部署・指標管理責任者

政策 (15)学校教育の充実
教育総務部　学校教育課

課長　小野　貴史
施策 (30)学校教育

133.3% 59

R1年度 4.0 R1年度

全国平均 ％ (2019) 5 東京、神奈川、福井

Ｋ
Ｐ
Ｉ

K15-5 全国学力・学習状況調査(中３)
平均正答率【英語】

基準値 実績値
進捗率
(傾向)

目標値

1
年目

R1年度

56.0 ⤴ 60

目標 ５　人を育みみんなが学べるまちづくり 担当部署・指標管理責任者

政策 (15)学校教育の充実
教育総務部　学校教育課

課長　小野　貴史
施策 (30)学校教育

91.2% 97.2 100

H29年度 3.1 R1年度

進
捗
状
況

　外国語指導助手(ALT)を両中学校に配置し、実践
的な英語教育を実施している。また、英検対策講座
を実施し、英検合格率の向上を目指す等の取組によ
り、本町のR1年度の平均正答率は、全国平均より高
く、目標値である全国1位より高い数値である。

※全国学力・学習状況調査【英語】は3年に1度の調査で
あり、次回はR5年度を予定されている。

全国学力・学習状況調査(国立教
育政策研究所)

(2017) ％ (2019) 5 (2023) (2028)

Ｋ
Ｐ
Ｉ

K15-6「規範意識」を問う設問で、
「当てはまる」「どちらかというと当てはまる」と
回答した生徒の割合

基準値 実績値
進捗率
(傾向)

目標値

1
年目

R5年度 R10年度

93.8 ⤴ 96.9

進
捗
状
況

　時間を守る、忘れ物をしない、学校の物を大事に
するなど、常日頃から生徒に対し、学校の規則を守
ることへの意識付けを行っていること等により、R1
年度全国学力・学習状況調査における「学校の規則
を守っていますか」の問いに対し、「当てはまる」
「どちらかというと当てはまる」と回答した生徒の
割合が、H29年度に対し3.1ポイント増加した。

※R2年度については、コロナ禍により、全国学力・学習
状況調査が実施されなかった。
※R3･R4年度については、全国学力・学習状況調査の設問
が無かった。

全国学力・学習状況調査(国立教
育政策研究所)
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％
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K15-6「規範意識」を問う設問で、

「当てはまる」「どちらかというと当てはま

る」と回答した生徒の割合

実績

目標

実績

目標
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KPI

目標 ５　人を育みみんなが学べるまちづくり 担当部署・指標管理責任者

政策 (15)学校教育の充実
教育総務部　学校教育課

課長　小野　貴史
施策 (30)学校教育

196.6% 44.43

R3年度 6.39 R3年度

全国平均 点 (2021) 5 新潟県

Ｋ
Ｐ
Ｉ

K15-7 「全国体力・運動能力、運動習慣等調査
(中2)」における平均点【男子】

基準値 実績値
進捗率
(傾向)

目標値

3
年目

R3年度

41.18 ⤴ 47.57

目標 ５　人を育みみんなが学べるまちづくり 担当部署・指標管理責任者

政策 (15)学校教育の充実
教育総務部　学校教育課

課長　小野　貴史
施策 (30)学校教育

56.7% 53.06

R3年度 2.6 R3年度

進
捗
状
況

　ゼロ時間授業(始業時間前の体力向上の取組)実施
等により、本町のR3年度の平均点は、全国平均より
高く、目標値である全国1位の新潟県より高い数値
である。

※R2年度については、コロナ禍により、全国体力・運動
能力、運動習慣等調査が実施されなかった。

全国体力・運動能力、運動習慣
等調査(スポーツ庁)

進
捗
状
況

　ゼロ時間授業(始業時間前の体力の取組)実施等に
より、本町のR3年度の平均点は、全国平均より高く
目標値である全国1位の福井県の数値に比べ約2ポイ
ント差である。

※R2年度については、コロナ禍により、全国体力・運動
能力、運動習慣等調査が実施されなかった。

全国平均 点 (2021) 5 福井県

Ｋ
Ｐ
Ｉ

K15-8 「全国体力・運動能力、運動習慣等調査
(中2)」における平均点【女子】

基準値 実績値
進捗率
(傾向)

目標値

3
年目

R3年度

48.56 ⤴ 51.11

全国体力・運動能力、運動習慣
等調査(スポーツ庁)
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福井県

福井県

全国平均

王寺町
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KPI

目標 ５　人を育みみんなが学べるまちづくり 担当部署・指標管理責任者

政策 (16)生涯学習の充実
教育総務部　文化交流課

課長　田積　健児
施策 (31)生涯学習

(2017) 人 (2021) 5 (2023) (2028)

Ｋ
Ｐ
Ｉ

K16-1 生涯学習施設の利用者数

基準値 実績値
進捗率
(傾向)

目標値

-143.5% 115,000 125,000

H29年度 -15,569 R3年度 3
年目

R5年度 R10年度

104,149 ⤵ 88,580

年目
R5年度 R10年度

7.0 ⤴ 8.2

目標 ５　人を育みみんなが学べるまちづくり 担当部署・指標管理責任者

政策 (16)生涯学習の充実
教育総務部　文化交流課

課長　田積　健児
施策 (31)生涯学習

進
捗
状
況

　R2年度はコロナ禍のため生涯学習施設の閉館期間
(R2年3月2日～5月21日)を設けたことや定員50％以
下の貸館により大幅に施設利用者が減った。R3年度
は閉館期間こそ設けなかったが、年度を通して定員
50％以下での貸館となったため目標を下回る結果と
なった。
　しかし、R4年6月1日からは引き続き、感染拡大防
止対策を行った上で定員を100％に戻した。これを
受け、魅力ある自主事業を行いながら目標達成に向
け取り組む。

文化交流課調べ

進
捗
状
況

R3年度は、コロナ禍のため図書館の利用を制限し
たが、電子図書館の開設や図書館リニューアル(R2
年度実施)による児童書コーナーの拡充などにより
貸出冊数が増加した。今後も児童書や電子図書の充
実を図り、貸出冊数の増加につなげていく。

○参考：図書館貸出冊数
　・R3年度:197,273冊　・R2年度:153,288冊
　・R1年度:168,828冊　・H30年度:181,369冊
　※R3年度は電子図書6,148冊を含む。

王寺町立図書館調べ

(2017) 冊 (2021) 5 (2023) (2028)

Ｋ
Ｐ
Ｉ

K16-2 図書館利用者１人当たりの貸出冊数

基準値 実績値
進捗率
(傾向)

目標値

30.0% 11.0 15.0

H29年度 1.2 R3年度 3
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KPI

目標 ５　人を育みみんなが学べるまちづくり 担当部署・指標管理責任者

政策 (16)生涯学習の充実
教育総務部　生涯学習課

課長　藤本　忠司
施策 (31)青少年健全育成

(2017) 人 (2021) 5 (2023) (2028)

Ｋ
Ｐ
Ｉ

K16-3 青少年リーダー（中高生）の登録者数

基準値 実績値
進捗率
(傾向)

目標値

50.0% 14 20

H29年度 3 R3年度 3
年目

R5年度 R10年度

8 ⤴ 11

目標 ５　人を育みみんなが学べるまちづくり 担当部署・指標管理責任者

政策 (16)生涯学習の充実
教育総務部　学校教育課

課長　小野　貴史
施策 (32)青少年健全育成

-44.4% 90 100

H29年度 -7.2 R4年度

進
捗
状
況

　R3年度もコロナ禍により、リーダー活動が出来な
い状況となったが、登録しているリーダーの継続支
援や、新たなリーダーを育成するためのジュニア
リーダー養成研修会を開催するなど、今後も児童文
化協会・スポーツ少年団・ボーイスカウトと連携
し、支援を行っていく。

生涯学習課調べ

(2017) ％ (2022) 5 (2023) (2028)

Ｋ
Ｐ
Ｉ

K16-4 地域の行事に参加している小学生の割合

基準値 実績値
進捗率
(傾向)

目標値

4
年目

R5年度 R10年度

73.8 ⤵ 66.6

進
捗
状
況

　コロナ禍により地域行事の中止により、令和4年
度全国学力・学習状況調査において、「地域の行事
に参加している小学生の割合」は、R3年度と同様、
低い水準で推移している。

※R2年度については、新型コロナウイルス感染症の影響
により、全国学力・学習状況調査が実施されなかった。

全国学力・学習状況調査(国立教
育政策研究所)
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KPI

目標 ５　人を育みみんなが学べるまちづくり 担当部署・指標管理責任者

政策 (16)生涯学習の充実
教育総務部　学校教育課

課長　小野　貴史
施策 (32)青少年健全育成

-3.4% 80 90

H29年度 -0.9 R4年度

(2017) ％ (2022) 5 (2023) (2028)

Ｋ
Ｐ
Ｉ

K16-5 地域の行事に参加している中学生の割合

基準値 実績値
進捗率
(傾向)

目標値

4
年目

R5年度 R10年度

53.4 ⤵ 52.5

年目
R5年度 R10年度

20 ⤴ 21

目標 ５　人を育みみんなが学べるまちづくり 担当部署・指標管理責任者

政策 (17)歴史文化・スポーツ活動の振興
地域整備部　地域交流課

課長　片岡　篤
施策 (33)文化財

進
捗
状
況

　コロナ禍による地域行事の中止により、令和4年
度全国学力・学習状況調査において、「地域の行事
に参加している中学生の割合」が、R3年度に対し、
15.8ポイント減少した。

※R2年度については、新型コロナウイルス感染症の影響
により、全国学力・学習状況調査が実施されなかった。

全国学力・学習状況調査(国立教
育政策研究所)

進
捗
状
況

　H31年2月22日付けで西安寺跡が奈良県指定史跡に
指定されて以来、件数が増加していない。これは、
H27年度以降、王寺町指定文化財の新規指定をして
いないことが大きく影響しているが、近年のコロナ
禍を受けて、新規指定の諮問機関である王寺町文化
財保護審議会が開催できていないことと関係してい
る。R4年度は、状況も落ち着きを見せているので、
同審議会を開催し、町指定文化財の新規指定に向け
た事務を進めていく計画である。
　なお、西安寺跡については、国史跡の指定を目指
して、調査成果をとりまとめる段階に入っており、
また、王寺小学校跡地の利活用にともなって、片岡
王寺跡についても文化財指定を視野に入れて調査を
進めていきたいと考えている。

地域交流課調べ

(2017) 件 (2021) 5 (2023) (2028)

Ｋ
Ｐ
Ｉ

K17-1 国・県・町指定文化財
及び国登録文化財の件数

基準値 実績値
進捗率
(傾向)

目標値

25.0% 24 28

H29年度 1 R3年度 3

53.4

71.2 

78.4

68.3
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％
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K16-5 地域の行事に参加している中学生の割合

実績

目標

実績

目標

実績

目標

実績

目標
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K17-1 国・県・町指定文化財

及び国登録文化財の件数

実績

目標

実績

目標
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KPI

目標 ５　人を育みみんなが学べるまちづくり 担当部署・指標管理責任者

政策 (17)歴史文化・スポーツ活動の振興
地域整備部　地域交流課

課長　片岡　篤
施策 (33)文化財

(2017) 人 (2021) 5 (2023) (2028)

Ｋ
Ｐ
Ｉ

K17-2 観光協会やボランティアガイドによる
文化財の年間観光案内人数

基準値 実績値
進捗率
(傾向)

目標値

-137.5% 7,500 10,000

H29年度 -3,962 R3年度 3
年目

R5年度 R10年度

4,618 ⤵ 656

年目
R5年度 R10年度

4,800 ⤵ 1,245

目標 ５　人を育みみんなが学べるまちづくり 担当部署・指標管理責任者

政策 (17)歴史文化・スポーツ活動の振興
教育総務部　文化交流課

課長　田積　健児
施策 (34)文化・芸術活動

進
捗
状
況

　R3年度は、R2年度と同じくコロナ禍により、世界
的に観光が控えられたために、目標に掲げた数値か
ら乖離してしまっている。R4年度においては、感染
症拡大の状況も落ち着きつつあり、観光イベント等
もコロナ前の水準で復活してきている。王寺町にお
いてもR3年度に明神山からの歴史的眺望を楽しむVR
ゴーグルコンテンツを制作し、去る5月3日にはボラ
ンティアガイドの協力を得て、明神山山頂にてVR
ゴーグルのモニター視聴会を開催し、130名以上が
視聴して好評を得た。また、R4年度はボランティア
ガイドの養成講座を開講しており、10名余りが新た
に会に加わる予定である。コロナが収束した後に
は、スムーズにガイドの受け入れができるよう体制
を整えている。

地域交流課調べ

進
捗
状
況

　R3年度は、コロナウイルス感染拡大防止対策を
行った上で収容率50％に減らしながらイベントを開
催した。来場者数は1,245人でR2年度と比較して574
人の増となった。しかし、R3年度とR1年度を比較す
ると吹奏楽フェスティバルが無観客での開催となっ
たことやりーべるアラカルトが開催できなかったこ
とにより来場者数が戻らなかった。

文化交流課調べ

(2017) 人 (2020) 5 (2023) (2028)

Ｋ
Ｐ
Ｉ

K17-3 町主催の文化事業の来場者数

基準値 実績値
進捗率
(傾向)

目標値

-3555.0% 4,900 5,000

H29年度 -3,555 R3年度 3

3,729

4,526
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実績
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実績
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実績

目標
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KPI

目標 ５　人を育みみんなが学べるまちづくり 担当部署・指標管理責任者

政策 (17)歴史文化・スポーツ活動の振興
教育総務部　文化交流課

課長　田積　健児
施策 (34)文化・芸術活動

(2017) 人 (2022) 5 (2023) (2028)

Ｋ
Ｐ
Ｉ

K17-4 ムジークフェストならin王寺への
来場者数

基準値 実績値
進捗率
(傾向)

目標値

164.3% 1,050 1,250

H29年度 631 R4年度 4
年目

R5年度 R10年度

666 ⤴ 1,297

年目
R5年度 R10年度

2,919 ⤵ 2,379

目標 ５　人を育みみんなが学べるまちづくり 担当部署・指標管理責任者

政策 (17)歴史文化・スポーツ活動の振興
教育総務部　生涯学習課

課長　藤本　忠司
施策 (35)スポーツ・レクリエーション

進
捗
状
況

　コロナ禍のため「ムジークフェストなら」が残念
ながら2年連続で中止となり、連携イベントとして
本町で開催予定であったイベントも中止となった。
　しかし、R4年度は新しく改装されたリーベル王寺
東館地下1階ステージでムジークフェストなら
2022in王寺として「やわらぎウィンドハーモニーコ
ンサート」、「駅前コンサート金管５重奏」、「王
寺ハンドベルコンサート」を開催し、目標値を上回
ることができた。

文化交流課調べ

進
捗
状
況

　R2年度はコロナ禍による休講等で参加者数が大幅
に減少したが、R3年度においては新たな会員を確保
する取組として、町内及び近隣市町の折り込み広告
(37,100部)による広報、Youtubeチャンネル開設に
よるクラブの動画及び個別教室の動画の公開や講師
を地域へ派遣する「出張一日スポーツ教室」開講な
ど、会員確保に取り組んだ結果、会員数・参加者数
ともに回復の兆候がみられる。

○参考：やわらぎトラスト会員数
・R1年度 1,011人、R2年度 732人、R3年度 829人

生涯学習課調べ

(2017) 人 (2021) 5 (2023) (2028)

Ｋ
Ｐ
Ｉ

K17-5 「総合型地域倶楽部王寺やわらぎ
トラスト」の年間参加者数

基準値 実績値
進捗率
(傾向)

目標値

-79.3% 3,600 4,100

H29年度 -540 R3年度 3
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KPI

目標 ５　人を育みみんなが学べるまちづくり 担当部署・指標管理責任者

政策 (17)歴史文化・スポーツ活動の振興
教育総務部　生涯学習課

課長　藤本　忠司
施策 (35)スポーツ・レクリエーション

進
捗
状
況

 コロナ禍により、R1年度末から体育施設を閉館
し、R2年度に順次開館したが、利用者数の制限や利
用者の自粛により、大きく利用者数が減少した。ま
た、R2・3年度の町営プールの営業休止や、R3年度
のいずみアリーナのワクチン接種会場使用などによ
り、R3年度も目標値を大きく下回っている。

生涯学習課調べ

(2017) 人 (2021) 5 (2023) (2028)

Ｋ
Ｐ
Ｉ

K17-6 町内体育施設の年間利用者数

基準値 実績値
進捗率
(傾向)

目標値

-215.1% 310,000 340,000

H29年度 -59,765 R3年度 3
年目

R5年度 R10年度

282,210 ⤵ 222,445
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222,445

282,210

310,000

150,000

200,000

250,000

300,000

350,000

H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5

人

年度

K17-6 町内体育施設の年間利用者数

実績

目標

実績

目標
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 ６ 活力とにぎわいのあるまちづくり 

 

 

数値目標 

 ６(1)王寺町内での新規起業件数（累計） 

 ６(2)人口の社会増（転入者数－転出者数）【再掲】 

 ６(3)町の観光入込客数 

 ６(4)王寺町周辺宿泊者数 

 

ＫＰＩ 

政策(18) 活力の創出 

 K18-1 町内の事業所数 

 K18-2 町内の事業所の従業員数 

 K18-3 王寺町に住み続けたいと思う人の割合 

政策(19) 交流の促進 

 K19-1 明神山の来訪者数 

 K19-2 達磨寺来訪者数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



数値目標

基本目標 ６　活力とにぎわいのあるまちづくり

歴史資源を活用した観光振興により、経済の好循
環を促し、にぎわいのある住み続けたいと思える町
をつくる

担当部署・指標管理責任者

地域整備部
参事　前田　日出高

基本的方向

商工会新規起業加入件数

進
捗
状
況

　コロナ禍の中、王寺町商工会を中心に、職員
が相談に乗り、アドバイスを行う等の支援を継
続して実施することで、R3年度の目標値である
町内での新規起業件数(累計)12件を超え、16件
を達成することができた。
　引続き支援を継続することで、R5年度の目標
値である町内での新規起業件数(累計)20件を目
指す。

(2018) 件 (2021) 5 (2023)

H30年度 3 R3年度 3
年目

R5年度

数
値
目
標

６(1)王寺町内での新規起業件数（累計）

基準値 実績値
進捗率
(傾向)

目標値

0 ⤴ 16 80.0% 20

基本目標 ２　快適で暮らしやすいまちづくり

都市基盤の整備、環境や景観への配慮により、快
適に暮らし続けられる町をつくる

担当部署・指標管理責任者

王寺町理事 兼 地域整備部長
守田　景敬

基本的方向

数
値
目
標

６(2)人口の社会増（転入者数ー転出者数）【再掲】

基準値 実績値
進捗率
(傾向)

目標値

0.0 ⤴ 34 34.0% 100

奈良県推計人口調査より

進
捗
状
況

　都市基盤の整備について、王寺駅周辺への医療・福
祉、商業、事業所(オフィス)等の都市機能の集積及び生
活サービス機能の充実を図るため、有識者会議等で、将
来のまちづくりについて協議を重ねており、R4年6月に
「王寺駅周辺地区(駅北エリア)まちづくり基本計画」を
策定した。
　今後は、王寺駅南エリアのまちづくり計画を定め、王
寺町の中心拠点である王寺駅周辺について「西和地域の
中核となる拠点機能の強化」をコンセプトに、１つの計
画に取りまとめていく予定である。また、その計画を実
現するため、民間活力による拠点施設の整備推進や、ま
ちなかウォーカブルの推進、まちなみの誘導型の地区計
画を定めることで、人中心の空間を創出し、良好な都市
景観を形成していくことに繋がる。
　引き続き、駅周辺の拠点機能を強化し、活力あふれる
西和地域の拠点都市を目指す。

(2018) 人 (2021) 4 (2023)

H30年度 34 R3年度 2
年目

R5年度

5

3

88 

16 

20 

0

5

10

15

20

25

R1 R2 R3 R4 R5

件

年度

６(1)王寺町内での新規起業件数（累計）

実績（累積）

目標（累積）

実績（単年度）

25 

34 

59 

+100

0

20

40

60

80

100

120

0 R2 R3 R4 R5

人

年度

６(2)人口の社会増（転入者数ー転出者数）【再掲】

実績

目標

実績（累積）

目標（累積）

実績（単年度）

57



数値目標

基本目標 ６　活力とにぎわいのあるまちづくり

歴史資源を活用した観光振興により、経済の好循
環を促し、にぎわいのある住み続けたいと思える町
をつくる

担当部署・指標管理責任者

地域整備部
参事　前田　日出高

基本的方向

進
捗
状
況

　R1年度には、明神山登山者数の増加や各種イベン
トを積極的に展開することによって、町の観光入込
客数は、大幅に増加。R2年度は、コロナ禍により微
減したものの、R3年度は東横イン開業による影響、
「第1回だるまさんがころんだ選手権」、「王寺マ
ルシェ」の開催などにより145,787人の入込客数を
記録した。
　今後は、アフターコロナも見据えて継続した事業
を行うことで、更なる観光入込客数の増加を目指
す。

R10年度

(2017) 人 (2021) 5 (2023) (2028)

H29年度 134,603 R3年度 3
年目

R5年度

数
値
目
標

６(3)町の観光入込客数

基準値 実績値
進捗率
(傾向)

目標値

11,184 ⤴ 145,787 386.6% 46,000 60,000

基本目標 ６　活力とにぎわいのあるまちづくり

歴史資源を活用した観光振興により、経済の好循
環を促し、にぎわいのある住み続けたいと思える町
をつくる

担当部署・指標管理責任者

地域整備部
参事　前田　日出高

基本的方向

R10年度

(2016) 人 (2021) 5 (2023) (2028)

H28年度 37,628 R3年度 3
年目

R5年度

観光予報プラットフォームより

数
値
目
標

６(4)王寺町周辺宿泊者数

基準値 実績値
進捗率
(傾向)

目標値

18,998 ⤴ 56,626 26.3% 162,000 164,000

進
捗
状
況

　周辺宿泊者数には、三郷町、平群町、斑鳩町が含
まれており、コロナ禍の影響を受け、周辺宿泊者数
は大幅に減少。王寺町では、R2年8月に東横インが
オープンした影響もあり、R3年度において王寺町周
辺宿泊者数が56,626人となった。
　今後は、アフターコロナを見据えて、東横イン、
周辺3町及びWEST NARAと連携しながら積極的なPRを
展開し、R5年度の宿泊者数162,000人を目指す。

○R3年度宿泊者数内訳
　王寺町：42,278人
　三郷町：10,214人
　平群町： 2,121人
　斑鳩町： 2,013人
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KPI

進
捗
状
況

　コロナ禍によるまん延防止及び他府県からの人流
防止のため、R3年度は、「奈良県緊急対処措置」に
基づく県事業を活用し、営業時間短縮に協力する町
内飲食店に対し、時短協力支援金の補助を行った。
　しかしながら、感染拡大が繰り返されことによ
り、R3年度の従業員数は7,461人に減少した。
　今後も社会情勢の変化を注視しつつ、王寺町商工
会と連携を行い、継続して事業を行うことで、R5年
度の目標である町内の事業所の従業員数8,100人を
目指す。

(2017) 人 (2021) 5 (2023) (2028)

Ｋ
Ｐ
Ｉ

K18-2　町内の事業所の従業員数

基準値 実績値
進捗率
(傾向)

目標値

-167.4% 8,100 8,230

H29年度 -400 R3年度 3
年目

R5年度 R10年度

7,861 ⤵ 7,461

目標 ６　活力とにぎわいのあるまちづくり 担当部署・指標管理責任者

政策 (18)活力の創出
地域整備部　地域交流課

課長　片岡　篤
施策 (36)産業・雇用

進
捗
状
況

　コロナ禍によるまん延防止及び他府県からの人流
防止のため、R3年度は、「奈良県緊急対処措置」に
基づく県事業を活用し、営業時間短縮に協力する町
内飲食店に対し、時短協力支援金の補助を行った。
　今後も社会情勢の変化を注視しつつ、王寺町商工
会と連携を行い、継続して事業を行うことで事業所
の増加を促進し、R5年の目標である町内の874事業
所を目指す。

(2017) 事業所 (2021) 5 (2023) (2028)

Ｋ
Ｐ
Ｉ

K18-1　町内の事業所数

基準値 実績値
進捗率
(傾向)

目標値

58.8% 874 887

H29年度 10 R3年度 3
年目

R5年度 R10年度

857 ⤴ 867

目標 ６　活力とにぎわいのあるまちづくり 担当部署・指標管理責任者

政策 (18)活力の創出
地域整備部 地域交流課

課長　片岡　篤
施策 (36)産業・雇用
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KPI

R5年度 R10年度

71,242 ⤴ 73,934

目標 ６　活力とにぎわいのあるまちづくり 担当部署・指標管理責任者

政策 (19)交流の促進
地域整備部　地域交流課

課長　片岡　篤
施策 (38)観光・交流

進
捗
状
況

　R2年度には、メディア露出の増加やVR動画の制作
などにより、明神山の来訪者数は約1.6倍の114,719
人となったが、コロナ禍により、R3年度には73,934
人と激減した。
　今後も社会情勢の変化を注視しつつ、継続したPR
を行い、様々な方が楽しめるような整備を進めてい
くことで来訪者の増加を目指す。

(2019) 人 (2021) 4 (2023) (2028)

Ｋ
Ｐ
Ｉ

K19-1　明神山の来訪者数

基準値 実績値
進捗率
(傾向)

目標値

30.7% 80,000 100,000

R1年度 2,692 R3年度 3
年目

Ｋ
Ｐ
Ｉ

K18-3　王寺町に住み続けたいと思う人の割合

基準値 実績値
進捗率
(傾向)

目標値

3
年目

R5年度 R10年度

54.9 ―

住民アンケート調査で「今後も王寺町に
ずっと住む」と回答した人の割合

目標 ６　活力とにぎわいのあるまちづくり 担当部署・指標管理責任者

政策 (18)活力の創出
地域整備部　まちづくり推進課

課長　植村　哲史
施策 (37)定住促進

― 60.0 65.0

H29年度 ― R3年度

進
捗
状
況

　H28年度からR2年度までの5年間、本町だけでなく
生活圏が類似する北葛城郡4町によりスケールメ
リットを活かした移住促進事業を推進してきた。ま
た本町独持の定住促進事業である若者世代向けの住
宅取得補助支援や保育料無償化、自転車購入補助等
の様々な定住施策を実施してきたことの成果とし
て、某会社が調査した「街の住みここち自治体ラン
キング2020」で全国1位、同調査結果の2022年版に
おいては関西2位、奈良県で4年連続1位という結果
に繋がったと考える。
　このことから、王寺町に住み続けたいと思う人の
割合が高いと推察できる。今後については、定住し
てもらうための受け皿となる住処を確保できるよう
不動産業者への働きかけ方法等を検討する。

(2017) ％ (2021) 5 (2023) (2028)
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進
捗
状
況

　R2年度には、コロナ禍により主要なイベントが中
止となり、来訪者数が激減した。R3年度には、
「TOUCH　DARUMAJI まちの芸術祭」やウォーキング
イベントの誘致などにより、来訪者数は回復した。
　今後は、R3年度に発足した「(一社)王寺まちづく
り」等と連携しながら、達磨寺の魅力を発信し、達
磨寺のファンを作るとともに、マルシェなどのイベ
ントを成功させることで、R5年度の目標である来訪
者数15,000人を目指す。

(2018) 人 (2021) 4 (2023) (2028)

Ｋ
Ｐ
Ｉ

K19-2　達磨寺来訪者数

基準値 実績値
進捗率
(傾向)

目標値

78.7% 15,000 30,000

H30年度 3,865 R3年度 3
年目

R5年度 R10年度

10,086 ⤴ 13,951

目標 ６　活力とにぎわいのあるまちづくり 担当部署・指標管理責任者

政策 (19)交流の促進
地域整備部　地域交流課

課長　片岡　篤
施策 (38)観光・交流
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